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授業方法

　公会計１・加藤暢一／ Public Accounting 1・Nobukazu　Katou 　後期　木曜 4限

・ 講義への貢献（発言等）
と中間レポート作成提出
（50％），期末レポート作成
提出（50％）で評価する．
・なお，レポートの評価基準
は，①理解の正確性，②論
点の適格性と網羅性，③論
文の適格性とする．ここで，
論点の適格性と網羅性と
は，提示されたテーマに対
し論点のズレがなく，かつ，
論点のキーワード等が網羅
されていることをいう．
・AA(90点以上 )，　
  A(80 点以上 90 点 未 満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　随時メールで受けつける．

nobukazu.katou.b3@tohoku.ac.jp

・講義では，できる限り分かりやすく解説をするとともに，重要テーマに関して双方向で
も講義を進めていき，より深く，確実に理解できるようにする．
・ 中間レポートおよび期末レポートの作成提出をしていただき総合解説を行う．

　会計の基本知識があることが望ましい．

・テキスト：なし 
　　　　　   講義は，レジュメ等にもとづき行う．
・参考文献：必要に応じて講義の中で本，資料を紹介する．

　日本における国，地方自治体など公会計，独立行政法人，公益法人など各種の非利法人
会計，行政マネジメント，公監査の現状と課題を確実に理解する．
　そして，職業専門家になってから，他の専門家に対して大きく差別化ができ，公会計，
公監査，行政コンサルティングで活躍できることを目指す．
We study the Japanese public accounting, public management, public audit of the government and 
local government, some nonprofi t organizations. We diff erentiate ourselves in the professional, and 
we will be excellent public accountant, public auditor ,public consultant.

　予習をできるだけ行うことが望ましい．

　EAC-ACC604

　オンライン（オンデマンド）
による講義動画を配信し，受
講する．
（ただし，BCPの状況次第で
は，学期途中で対面とオンラ
イン併用等に変更する可能性
もある．）



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



公会計１

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 135



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



公会計１

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 137



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



公会計１

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 139



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



公会計１

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 141



学ぶべき用語・ポイント

142

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



公会計１

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 143



144

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



公会計１

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



公会計１

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 147



148

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 149

10

科目ナンバー

授業方法

　公会計 2・加藤暢一／ Public Accounting 2・Nobukazu Katou 　前期　木曜 4限

・授業への貢献（発言等）と
グループ別ディスカッショ
ン，グループ別ミニレポー
ト作成提出（40％），中間・
期末レポートの作成提出
（60％）で評価する．
・なお，レポートの評価基準
は，①理解の正確性，②論
点の適格性と網羅性，③論
文の適格性とする．ここで，
論点の適格性と網羅性と
は，提示されたテーマに対
し論点のズレがなく，かつ，
論点のキーワード等が網羅
されていることをいう．
・AA(90点以上 )，　
  A(80 点以上 90 点 未 満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　随時メールで受けつける．

nobukazu.katou.b3@tohoku.ac.jp

（1）講義では，できる限り分かりやすく解説をする．
（2）毎回（2回から 7回，9回から 14回）の重要テーマに関して具体例や事例にたいす　
るオンラインによるグループ別ディスカッションとグループ別ミニレポート作成等をお　
こなうことで，より具体的なイメージをもって，より深く確実に理解できるようにする．
　なお，ディスカッションでは，グーグルミート等を使用し，またグループ別メンバーは
　5名程度として，教員から第 2回講義の前までに各人に Gメールで連絡する．
（3）中間レポートと期末レポートを作成提出していただき，中間と期末で総合解説を行う．

　会計の基本知識があることが望ましい．

・テキスト：なし 
　　　　　   講義は，レジュメ等にもとづき行う．
・参考文献：必要に応じて講義の中で本，資料を紹介する．

　日本における国，地方自治体など公会計，独立行政法人，学校法人，社会福祉法人，医
療法人など各種の非利法人会計，行政マネジメント，公監査の現状と課題を確実に理解す
る．
　また，具体例や事例にもとづきレポート作成を行い，より深く具体的なイメージをもっ
て確実に理解を深めていく．
　そして，職業専門家になってから，他の専門家に対して大きく差別化ができ，公会計，
公監査，行政コンサルティングで活躍できることを目指す．
We study the Japanese Public accounting, public management, public audit of the government and 
local government, some nonprofi t organizations (including school).
We can understand more deeply and concretely by the case study report. We diff erentiate ourselves 
in the professional, and we will be excellent public accountant, public auditor, public consultant.

　予習をできるだけ行うことが望ましい．

　EAC-ACC605

　オンライン（オンデマンド）
による講義動画を配信し，受
講する．
　また，オンラインによるグ
ループ別ディスカッションを
行う．
（ただし，BCPの状況次第で
は，学期途中で対面とオンラ
イン併用等に変更する可能性
もある．）



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



公会計２

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 151



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



公会計２

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 153



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



公会計２

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



公会計２

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 157



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



公会計２

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 159



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



公会計２

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 161



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



公会計２

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 163
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

11

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 165

科目ナンバー

授業方法



166

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



IFRS １

講義の内容 学ぶべき用語・基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 167
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



IFRS １

講義の内容 学ぶべき用語・基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 169

・財務諸表の構成要素の

定義

・資産・負債・資本・収益・

費用の認識及び測定

・財務諸表の表示・開示

・開示イニシアチブ



170

講義の内容 学ぶべき用語・基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



IFRS １

講義の内容 学ぶべき用語・基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 171



172

講義の内容 学ぶべき用語・基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



IFRS １

講義の内容 学ぶべき用語・基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 173



174

講義の内容 学ぶべき用語・基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



IFRS １

講義の内容 学ぶべき用語・基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 175



176

講義の内容 学ぶべき用語・基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



IFRS １

講義の内容 学ぶべき用語・基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 177



178

講義の内容 学ぶべき用語・基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



IFRS １

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 179



180

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

12

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 181

科目ナンバー

授業方法



182

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



IFRS ２

講義の内容 この講義で学ぶ基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 183



184

講義の内容 この講義で学ぶ基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



IFRS ２

講義の内容 この講義で学ぶ基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 185



186

講義の内容 この講義で学ぶ基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



IFRS ２

講義の内容 この講義で学ぶ基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 187



188

講義の内容 この講義で学ぶ基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



IFRS ２

講義の内容 この講義で学ぶ基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 189



190

講義の内容 この講義で学ぶ基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



IFRS ２

講義の内容 この講義で学ぶ基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 191
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講義の内容 この講義で学ぶ基準書

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



IFRS ２

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 193



194

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



IFRS ２

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 195



196

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践 ･ 応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

13

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 197

科目ナンバー

授業方法

　財務会計の理論と実証・尾関規正／ Financial Accounting Theory and Analysis・Norimasa Ozeki 　後期　水曜 4限

・ 各回の報告とレポートによ
る平常点（70%），期末レ
ポート（30%）で評価する．
　なお，期末レポートの提出
を成績評価の条件とする．
・  AA(90点以上 )， 
   A(80 点以上 90 点未満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　講義終了後
　および水曜日 16:20-17:50
　その他の時間を希望する場
合は，事前に連絡してくださ
い．

　nozeki@tohoku.ac.jp

担当教員が各回の講義で課題とする論文を事前に指定するので，受講者は指定された論文を分担して報

告します．そして，報告された内容に基づいてその内容を議論します．このとき，担当教員が受講者の理

解を促すために，必要に応じて補足的に説明することがあります．なお，受講者の数やその理解度に応じ

て講義の進め方を変更する場合があります．

財務会計に関する基本的な知識を既に修得していることを前提とします．また，統計学，経済学，ファ

イナンスの知識があれば，より理解しやすくなります．

　指定する論文を読んで報告するための，英語の読解力が必要です（講義は日本語で行います）．

・テキスト：特に使用しません．初回講義で各回の講義で扱う論文の一覧を配布します．指定する論文は受講者の

理解や関心に応じて変更する場合があります．

・ 参考文献：伊藤邦雄・桜井久勝編著『会計情報の有用性（体系現代会計学第 3巻）』中央経済社，2013年（ISBN-13：

　　　　  978-4502484100）．

　　　　　 大日方隆『アドバンスト財務会計［第 2版］』中央経済社，2013年（ISBN-13： 978-4502475009）．

　　　　　 須田一幸『財務会計の機能 理論と実証』白桃書房，2000年（ISBN-13： 978-4561360926）．

　　　　　 田村威文・中条祐介・浅野信博『会計学の手法 実証・分析・実験によるアプロー チ［第 2版］』中央経済社，

　　　　　2021年（ISBN-13：978-4502379314）．

　　　　　 徳賀芳弘・大日方隆編著『財務会計研究の回顧と展望』中央経済社，2013年（ISBN-13：

　　　　  978-4502468001）．

　　　　　 Scott, W. R., and Patricia C O'Brien, Financial Accounting Theory 8th edition ,  Prentice Hall., 2019年（太田康広・  

　　　　   椎葉淳・西谷順平訳『新版　財務会計の理論と実証』中央経済社，2022年（ISBN-13：978-4502427619）

                   ※原著第 8版の邦訳）．

                     Watts, Ross L, and Jerold L Zimmerman,  Positive Accounting Theory , Prentice Hall, 1986年（須田一幸訳

　　　　   『実証理論としての会計学』白桃書房，1991年（ISBN-13： 978-4561360346））．

本講義の目的は，財務会計が果たす役割を理論と実証の両面から考察することです．企業では会計基準に基

づいて財務諸表が作成されますが，経営者や利害関係者の意思決定において財務諸表がどのように利用され，

どのような経済的な影響をもたらすのでしょうか．財務会計の経済社会における役割や機能の観点を通じて，

その理解はより深まります．財務会計の学術研究領域では，このような観点での経済学を用いた理論の展開や，

実証的な検証が重ねられ，その知見が蓄積されています．特に財務会計の実証研究においては，実際の財務諸

表や株価などのデータを通じて，企業の経営者の行動やそれを取り巻く利害関係者の行動，そして，その影響
の背景にある仕組みを明らかにしようとしています．本講義では，財務会計やその関連領域における実証研究

を中心として，後に多くの研究につながった初期の研究をふりかえると共に，そこから発展して広がる研究ト

ピックスを取り扱います．それぞれの研究の問題意識や理論的な背景に基づく仮設の導出過程を理解し，実証
的な分析結果が持つ意味や将来に向けた課題を議論します．

　This course aims to consider theoretically and empirically the role of fi nancial accounting. Knowledge of accounting 

standards can expand to further understand fi nancial accounting through the perspective of the roles and functions, such as 

“how fi nancial statements are used in decision-making by managers and stakeholders?” and “what economic consequence 

they have?” The academic research of financial accounting provides the knowledge of this perspective. The empirical 

research has verifi ed the managers’ and stakeholders’ behavior and their eff ects through the data of fi nancial statement  stock 

market.　This course focuses on empirical research of fi nancial accounting or related area, reviewing the early research that 

led to many later studies and following research topics that have developed from them. We learn the process of hypotheses 

derived from the theoretical background and discuss the implications of the empirical analysis results and future issues.

報告を担当する受講者は，指定された論文の内容について報告を行う準備をします．

　また，毎回の講義で，受講者の全員が，指定される論文について一定の様式を埋める形で内容を要約・

整理したレポートを提出します．

　EAC-ACC609

　対面
（状況に応じてオンライン（リ
アルタイム）に切り替える場
合がある．）
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

　本講義は全 15回で構成されており，講義計画は以下の通りです．これらの講義内容の概要，
講義の進め方，成績評価に関するオリエンテーションを行います．なお，各回で取り扱う論
文は受講者と相談して変更する場合があります．

　第 1回：オリエンテーション／ Orientation
　第 2回：資本市場研究の概観と利益と株価の関連性／ Overview of Capital market 
　　　　research; Value relevance
　第 3回：利益に対する投資家の反応／ Event study
　第 4回：契約理論・エイジェンシー理論にもとづく研究の概観と利益マネジメント／
　　　　Overview of Contracting Theory and Agency Theory research; Earnings management
　第 5回：財務報告の情報内容／ The information contents of fi nancial reporting
　第 6回：企業価値評価／ Valuation
　第 7回：保守主義／ Conservatism
　第 8回：会計発生高／ Accruals
　第 9 回：利益の持続性／ Earnings persistence 
　第 10回：財務報告における経営者行動／Management behavior in fi nancial reporting
　第 11回：内部統制／ Internal controls
　第 12 回：会計上の評価／ Valuation application
　第 13 回：日本の設定を扱った研究／ Evidence from Japan
　第 14 回：近年の研究トピックス（1）／ Recent research topics (1)
　第 15 回：近年の研究トピックス（2）／ Recent research topics (2)

＜宿題＞　
　（全員）次回講義で扱う論文を読み，その内容や疑問点等を要約したレポートを作成します．
　（報告予定者）担当範囲について，報告の準備を行います．

第 1回：オリエンテーション／Orientation



財務会計の理論と実証

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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　財務会計の実証研究領域における，資本市場研究について概観します．
　財務会計の実証研究の先駆けとなった利益と株価の関連性に関する初期の研究を通じて，
その含意や課題を議論します．

Ball, R. and Brown, P., An Empirical Evaluation of Accounting Income Numbers. Journal of 
Accounting Research , 6(2), 159–178, 1968年 .

＜宿題＞　
　（全員）次回講義で扱う論文を読み，その内容や疑問点等を要約したレポートを作成します．
　（報告予定者）担当範囲について，報告の準備を行います．

第 2回：資本市場研究の概観と利益と株価の関連／Overview of Capital market research; Value 
relevance

・財務会計の機能
・実証研究
・意思決定有用性
・資本市場研究
・価値関連性
・利益サプライズ
・異常リターン
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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　財務報告に対する投資家の反応を調査するイベント・スタディに関する以下の研究を通じ
て，その含意や課題を議論します．

Beaver, W. H., The Information Content of Annual Earnings Announcements. Journal of Accounting 
Research , 6(Supplement), 67–92, 1968年 .
Landsman, W. R., and E. L. Maydew., Has the Information Content of Quarterly Earnings 
Announcements Declined in the Past Three Decades? Journal of Accounting Research,  40 (3), 797–
808, 2002年 .

＜宿題＞　
　（全員）次回講義で扱う論文を読み，その内容や疑問点等を要約したレポートを作成します．
　（報告予定者）担当範囲について，報告の準備を行います．

第 3回：利益に対する投資家の反応／ Event study

・市場の効率性
・利益の情報内容
・イベント・スタディ



財務会計の理論と実証

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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第 4回：契約理論・エイジェンシー理論にもとづく研究の概観と利益マネジメント／
Overview of Contracting Theory and Agency Theory research; Earnings management

　財務会計の実証研究領域における，契約理論またはエイジェンシー理論をベースとした研
究について概観します．
　利益マネジメントに関する初期の論文を通じて，その含意や課題について議論します．

Healy, P. M., The effect of bonus schemes on accounting decisions. Journal of Accounting and 
Economics , 7(1–3), 85–107, 1985年 .

＜宿題＞　
　（全員）次回講義で扱う論文を読み，その内容や疑問点等を要約したレポートを作成します．
　（報告予定者）担当範囲について，報告の準備を行います．

・契約理論
・エイジェンシー理論
・実証会計理論
・利益マネジメント
・債務契約
・経営者報酬
・規制回避
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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　財務報告の情報内容に関する以下の論文を通じて，その含意や課題を議論します．

Francis, J., and K. Schipper., Have Financial Statements Lost Their Relevance? Journal of Accounting 
and Research , 37 (2), 319–352, 1999年 .

＜宿題＞　
　（全員）次回講義で扱う論文を読み，その内容や疑問点等を要約したレポートを作成します．
　（報告予定者）担当範囲について，報告の準備を行います．

第 5回：財務報告の情報内容／ The information contents of fi nancial reporting

・利益反応係数



財務会計の理論と実証

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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　企業価値評価に関する以下の論文を通じて，その含意や課題を議論します．

Frankel, R., and Lee, C. M. C., Accounting valuation, market expectation, and cross-sectional stock 
returns. Journal of Accounting and Economics , 25(3), 283–319, 1998年 .

＜宿題＞　
　（全員）次回講義で扱う論文を読み，その内容や疑問点等を要約したレポートを作成します．
　（報告予定者）担当範囲について，報告の準備を行います．

第 6回：企業価値評価／ Valuation

・企業価値評価
・クリーン ･ サープラス
関係
・残余利益モデル
・アナリスト予想利益
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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　会計利益における保守主義に関する以下の論文を通じて，その含意や課題について議論し
ます．

Basu, S., The conservatism principle and the asymmetric timeliness of earnings. Journal of Accounting 
and Economics , 24(1), 3–37, 1997年．

＜宿題＞　
　（全員）次回講義で扱う論文を読み，その内容や疑問点等を要約したレポートを作成します．
　（報告予定者）担当範囲について，報告の準備を行います．

第 7回：保守主義／ Conservatism

・保守主義
・無条件保守主義
・条件付保守主義



財務会計の理論と実証

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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第 8回：会計発生高／ Accruals

　経営者の見積りや判断に応じた会計処理を含む会計発生高に対する株式市場の評価に関す
る以下の論文を通じて，その含意や課題について議論します．

Xie, H., The Mispricing of Abnormal Accruals. The Accounting Review , 76 (3), 357–373, 2001年 .

＜宿題＞　
　（全員）次回講義で扱う論文を読み，その内容や疑問点等を要約したレポートを作成します．
　（報告予定者）担当範囲について，報告の準備を行います．

・会計発生髙
・異常会計発生高
・会計発生高アノマリー
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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　利益の持続性に関する以下の論文を通じて，その含意や課題について議論します．

Richardson, S. A., R. G. Sloan, M. T. Soliman, and Tuna. Accrual reliability, earnings persistence and 
stock prices. Journal of Accounting and Economics  39 (3), 437–485, 2005年 .

＜宿題＞　
　（全員）次回講義で扱う論文を読み，その内容や疑問点等を要約したレポートを作成します．
　（報告予定者）担当範囲について，報告の準備を行います．

第 9回：利益の持続性／ Earnings persistence

・利益の持続性
・会計発生高の品質



財務会計の理論と実証

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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　経営者または CFOに対して財務報告の品質に関するアンケート調査を行った以下の論文
を通じて，その含意や課題について議論します．

Graham, J. R., C. R. Harvey, and S. Rajgopal. The economic implications of corporate financial 
reporting. Journal of Accounting and Economics,  40 (1-–3), 3–73, 2005年 .
Dichev, I. D., J. R. Graham, C. R. Harvey, and S. Rajgopal.  Earnings quality: Evidence from the fi eld.  
Journal of Accounting and Economics,  56 (3), 1–33, 2013年 .

＜宿題＞　
　（全員）次回講義で扱う論文を読み，その内容や疑問点等を要約したレポートを作成します．
　（報告予定者）担当範囲について，報告の準備を行います

第 10 回：財務報告における経営者行動／Management behavior in fi nancial reporting

・サーベイ
・利益マネジメント
・利益平準化
・自発的な開示
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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　財務報告における内部統制を取り扱う以下の論文を通じて，その含意や課題について議論
します．

Doyle, J., W. Ge, and S. McVay., Determinants of weaknesses in internal control over financial 
reporting. Journal of Accounting and Economics,  44 (1–2), 193–223, 2007年 .

＜宿題＞　
　（全員）次回講義で扱う論文を読み，その内容や疑問点等を要約したレポートを作成します．
　（報告予定者）担当範囲について，報告の準備を行います．

第 11 回：内部統制／ Internal control

・内部統制
・内部統制の不備
・内部統制の重要な欠陥
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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　企業価値の評価に関して会計的な測定が論点となるのれんの評価を扱った以下の論文を通
じて，その含意や課題について議論します．

Ramanna, K., and Watts, R. L., Evidence on the use of unverifi able estimates in required goodwill 
impairment. Review  of Accounting Studies, 17(4), 749-780, 2012年 .

＜宿題＞　
　（全員）次回講義で扱う論文を読み，その内容や疑問点等を要約したレポートを作成します．
　（報告予定者）担当範囲について，報告の準備を行います．

第 12 回：会計上の評価／ Valuation applications

・のれん
・減損
・簿価時価比率
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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　日本市場の特徴的な開示制度である経営者予想を扱った以下の論文を通じて，その含意や
課題について議論します．

Kato, K., D. J. Skinner, and M. Kunimura. Management forecasts in Japan.: An empirical study of 
forecasts that are eff ectively mandated. The Accounting Review , 84(5), 1575–1606, 2009年．

＜宿題＞　
　（全員）次回講義で扱う論文を読み，その内容や疑問点等を要約したレポートを作成します．
　（報告予定者）担当範囲について，報告の準備を行います．

第 13 回：日本の設定を扱った研究／ Evidence from Japan

・日本市場
・経営者予想
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講義の内容
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　受講者の関心にもとづいて，財務会計の実証研究領域における近年の研究を取り上げ，最
新の研究動向をフォローすると共にその含意と将来に向けた課題について議論します．

＜宿題＞　
　（全員）各自が関心を持つトピックスにもとづいて，近年公刊された論文を一つ選択し，
報告する準備を行います．なお，選択した論文の報告内容はそのまま期末レポートとしてま
とめます．

第 14 回：近年の研究トピックス（1）／ Recent research topics (1)
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講義の内容
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　受講者の関心にもとづいて，財務会計の実証研究領域における近年の研究を取り上げ，
最新の研究動向をフォローすると共にその含意と将来に向けた課題について議論します．

＜宿題＞
　（全員）各自が関心を持つトピックスにもとづいて，近年公刊された論文を一つ選択し，
報告する準備を行います．なお，選択した論文の報告内容はそのまま期末レポートとして
まとめます．

第 15 回：近年の研究トピックス（2）／ Recent research topics（2）



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

14
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科目ナンバー

授業方法
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講義の予定／ Course plan
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基礎

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

15

予習・復習について
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科目ナンバー

授業方法

　管理会計１・松田康弘／Management Accounting 1・Yasuhiro Matsuda 　後期　金曜 4限

・管理会計の基礎を身につける．
・会計情報（非財務情報も含む）が企業における意思決定や業績評価においてどのように
利用されるかを具体的に理解する．
・会計数値の意味を理解する．
The purposes of this lecture are:
・To learn the basic knowledge of management accounting,
・To understand the role of non-financial information in decision making and performance 

evaluation, and
・To understand what accounting information means.

・ 1回の講義で教科書 1章を学習するというペースで講義を進めていく．
・ この講義では管理会計の基礎を学ぶので，今後管理会計を学んでいく上で必要となるト
  ピックについては十分に時間をかけて説明を行う．
・ 原則として，講義ごとに宿題を課す．また，必要に応じて小テストを行う可能性がある．
・ 理解度確認セッションはレポートで代替する可能性がある．

　 会計や原価計算に関する基礎的知識を有していること．たとえば，学部で会計学関連
の科目や原価計算・管理会計の科目を履修していることが望ましい．工業簿記 2級程度の
知識があれば十分である．

・ 平常点（指定する章末問
題）（50%），理解度確認セッ
ション（50%）で評価する． 
理解度確認セッションが実
施可能な場合，レポート課
題を理解度確認セッション
で代替する可能性もある．
この点は学期のできるだけ
早い時期に決定する．
・AA(90点以上 )，
  A(80 点以上 90 点 未 満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　水曜日
　14:40-16:10

　022-217-6280
　ymazda@tohoku.ac.jp

・ 英文のテキストを利用する
が，英語自体の解説は行わ
ない．
・ 「管理会計１・２」でテキ
スト全てを説明する．この
ため，次セメスターに開講
される「管理会計２」を続
けて受講するのが望まし
い．
・ 講義に関する連絡は全て

Google classroom 上でおこ
なう．
・ 講義資料等はすべて Google 

classroomに掲示する．

・ Horngren, C. T., S. M. Datar, and M. Rajan, Cost Accounting: A Managerial Emphasis (16th ed.), 
Prentice-Hall, 2017年 .
・青木雅明『管理会計』同文館，2005年．
・上埜進・青木雅明編著『管理会計演習－理論と計算－』税務経理協会，2011年．
・参考文献・資料は講義の中で適宜紹介するが，以下のテキストが明解で偏りもない．
　櫻井通晴『管理会計［第 7版］』同文舘出版，2019年．

＜予習＞
・講義はテキストを読んでいることを前提として行うので，テキストを事前に読んでくる  
  こと．
・欄外にある「学ぶべき用語・ポイント」に書かれている用語の意味を調べること．
＜復習＞
・テキスト章末にある “PROBLEM FOR SELF-STUDY” を自分で解くこと．
・宿題を解き，「学ぶべき用語・ポイント」に示されている用語の意味を確認すること．

　EAC-ACC506

　受講者僅少の場合や対面が
可能な場合は対面によってお
こなう．状況が対面を許す場
合でも，受講者が 5人程度以
上の場合，オンライン（オン
デマンド）講義とする．）
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講義の内容
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講義の概要：
　講義の概要，講義の進め方，成績評価，学習方法 (予習・復習 )などについて説明を行う．
また，オンラインで講義をおこなう場合の注意点などを説明する．

参考：テキストを利用した学習法（予習・復習）
・ 欄外にある「学ぶべき用語・ポイント」に書かれている用語は，テキスト巻末にある
   Glossaryで調べること．
・ テキスト章末にある “Decision Points” を読み，ここで示されている質問に答えられる
   かどうかを確認すること．もし，答えられない場合には，テキストをもう一度読み返
   すこと．
・ テキスト章末にある “Assignment Material” を各自解き，解答を作成すること．この問
   題に答えられない場合，テキストの内容を理解していないと考えられるので，テキス
   トをもう一度読み返すこと．

第 1回：オリエンテーション／Guidance to this class



管理会計１

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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1. 管理会計と財務会計の違いを理解すること．
2.管理会計担当者が戦略的な意思決定にどのような影響を与えているか理解すること．
3.価値連鎖（Value Chain）に含まれるビジネスの機能を理解すること．そして，顧客が企
業に対して何を期待しているか理解すること．

4. 5 段階からなる意思決定プロセスを理解し，管理会計においてどのような役割を果たし
ているのかを理解すること．

5.管理会計担当者が，管理者を支援していく際に従うべき 3 つのガイドラインを理解する
こと．

6.管理会計をどのようにして組織構造に適合させていくかを理解すること．
7.会計専門家としての倫理が管理会計担当者にとってどのような意味を持つのか理解する
こと．

＜宿題＞
・ Problem for Self-Studyを解くこと．
・ 欄外「学ぶべき用語・ポイント」にある用語の意味を調べ理解すること．
・ Decision Pointsを読み，学習目的を理解すること．

＜より進んだ学習＞
・ Exhibit 1-7“Standard of Ethical Conduct for Management Accountants” を読み，管理会計
  担当者に求められている倫理観を理解すること．
・ Exhibit 1-8“Resolution of Confl ict” を読み，倫理上の問題が生じた場合について，その
  対処方法を理解すること．

第 2回：組織における会計人の役割／ The Manager and Management Accounting

・ budget

・ control

・ controller

・ cost-benefit approach

・ distribution

・ line management

・ management accounting

・ marketing

・ planning

・ research

   and development

・ strategic

   cost management

・ strategy

・ supply chain

・ value chain
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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1. 原価対象（cost object）を具体的に説明できるようになること．
2.直接費と間接費の違いを理解すること．
3.変動費と固定費の違いを理解し，説明できるようになること．
4.単位原価を解釈する際に注意すべき点を理解すること．
5.棚卸原価と期間費用の違いを理解すること．
6.目的の違いによって製品原価が異なる方法で計算される理由を理解すること．
7.原価計算と管理会計のフレームワークの違いを理解すること．

＜復習＞
・ Problem for Self-Studyを解くこと．
・ 欄外「学ぶべき用語・ポイント」にある用語の意味を調べ理解すること．
・ Decision Pointsを読み，学習目的を理解すること．

＜宿題＞
・講義時あるいは Google classroom上で指示する．

第 3回：管理会計で用いる基礎的用語と原価計算の目的／
An Introduction to Cost Terms and Purposes

・ actual cost

・ average cost

・ budgeted cost

・ conversion cost

・ cost accumulation

・ cost allocation

・ cost assignment

・ cost driver

・ cost object

・ cost of

   goods manufactured

・ cost tracing

・ finished goods inventory

・ fixed costs

・ indirect manufacturing

   costs

・ inventoriable costs

・ manufacturing overhead

   costs

・ operating income

・ overtime premium

・ period costs

・ prime costs

・ product cost

・ relevant range

・ revenues

・ unit cost

・ variable cost
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講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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1. CVP 分析の特徴を理解すること．
2.損益分岐点や目標利益を達成するために必要なアウトプット水準を計算できるようにな
ること．

3.所得税が CVP 分析にどのように影響を与えるか理解すること．
4.意思決定を行う際，管理者が CVP分析をどのように利用するのか理解すること．
5.不確実性を扱う際，感度分析がどのように利用されるのかを理解すること．
6.変動費と固定費の計画を立てる場合，CVP 分析をどのように利用するかを理解するこ
と．

7.多品種製品を生産している企業にどのように CVP 分析を適用するかを理解すること．

＜復習＞
・ Problem for Self-Studyを解くこと．
・ 欄外「学ぶべき用語・ポイント」にある用語の意味を調べ理解すること．
・ Decision Pointsを読み，学習目的を理解すること．

＜宿題＞
・講義時あるいは Google classroom上で指示する．

第 4回：CVP 分析／ CVP Analysis

・breakeven point

・ contribution income

   statement

・ contribution margin

・ contribution margin ratio

・ degree of operating

   leverage

・ gross margin percentage

・ margin of safety

・ net income

・ operating leverage

・ PV graph

・ revenue driver

・ sales mix

・ sensitivity analysis

・ uncertainty
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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1. 原価計算システムを building-block の概念で表現する方法を理解すること．
2.個別原価計算と総合原価計算の違いを理解すること．
3.個別原価計算を評価し，実行するためのアプローチを理解すること． 
4.正常原価計算を行う 7段階の手続きを理解すること．
5.実際原価計算と正常原価計算の違いを理解すること．
6.個別原価計算システムにおけるコストの流れを理解すること．
7.期末において過少配賦と配賦超過を調整する方法を理解すること．
8.正常原価計算の変化形を理解すること．

＜復習＞
・ Problem for Self-Studyを解くこと．
・ 欄外「学ぶべき用語・ポイント」にある用語の意味を調べ理解すること．
・ Decision Pointsを読み，学習目的を理解すること．

＜宿題＞
・講義時あるいは Google classroom上で指示する．

第 5回：個別原価計算／ Job Costing

・ actual costing

・ actual indirect-cost rate

・ budgeted indirect-cost rate

・ cost-allocation base

・ cost-application base

・ cost pool

・ job

・ job-costing system

・ manufacturing overhead

   allocated (applied)

・ normal costing

・ overallocated indirect 

   costs

・ process-costing system

・ proration

・ source document

・ underallocated indirect 

   costs
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講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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1.単一の配賦率を用いた場合，製品やサービスのコストが過大に計算されたり，過小に計
算される理由を理解すること．

2.原価計算システムを洗練していくための 3 つのガイドラインを理解すること．
3.単純な原価計算システム（伝統的な原価計算システム）と ABCの違いを理解すること．
4. ABCにおける 4つの原価階層を理解すること．
5. ABC を用いて製品やサービスの原価を計算する方法を理解すること．
6. ABC のシステムを実行する際のコスト・ベネフィットを理解すること．
7. ABMにおいて ABCの情報がどのように用いられるかを理解すること．
8. ABCによる原価計算システムと部門別原価計算の違いを理解すること．

＜復習＞
・ Problem for Self-Studyを解くこと．
・ 欄外「学ぶべき用語・ポイント」にある用語の意味を調べ理解すること．
・ Decision Pointsを読み，学習目的を理解すること．

＜宿題＞
・講義時あるいは Google classroom上で指示する．

第 6回：活動基準原価計算／ Activity-Based Costing

・ activity

・ activity-based

   management

・ batch-level costs

・ cost hierarchy

・ facility-sustaining costs

・ output unit-level costs

・ product overcosting

・ product-sustaining costs

・ product undercosting

・ refined costing system

・ service-sustaining costs
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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1. 総合予算を理解し，その利点を説明できるようになること．
2.予算の利点を理解すること．
3.業務予算の編成手続を理解すること．
4.感度分析を行う際に用いられる，パソコンベースの財務計画モデルを理解すること．
5.責任センターと責任会計を理解すること．
6.予算編成における人間的な側面を認識すること．
7.多国籍企業における予算編成上の問題を理解すること．

＜復習＞
・ Problem for Self-Studyを解くこと．
・ 欄外「学ぶべき用語・ポイント」にある用語の意味を調べ理解すること．
・ Decision Pointsを読み，学習目的を理解すること．

＜宿題＞
・講義時あるいは Google classroom上で指示する．

第 7回：総合予算と責任会計／Master Budget and Responsibility Accounting

・activity-based 

  budgeting

・ budgetary slack

・ cash budget

・ continuous budget

・ controllability

・ controllable cost

・ cost center

・ financial budget

・ investment center

・ kaizen budgeting

・ master budget

・ operating budget

・ pro forma statement

・ profit center

・ responsibility accounting

・ revenue center

・ rolling budget
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講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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1. 固定予算と変動予算の違いを理解すること．
2.変動予算の概念を検討し，どのように策定するのかを学ぶこと．
3.変動予算差異と売上高差異の計算を理解すること．
4.標準原価が差異分析において利用される理由を理解すること．
5.直接費について，価格差異と能率差異の計算方法を理解すること．
6.管理者が差異をどのように利用するか理解すること．
7.ベンチマーキングについて理解し，コスト・マネジメントにおける役割を説明できるよ
うになること．

＜復習＞
・ Problem for Self-Studyを解くこと．
・ 欄外「学ぶべき用語・ポイント」にある用語の意味を調べ理解すること．
・ Decision Pointsを読み，学習目的を理解すること．

＜宿題＞
・講義時あるいは Google classroom上で指示する．

第 8回：変動予算，直接費差異，マネジメント・コントロール／
Flexible Budgets, Direct-Cost Variances, and Management Control

・ benchmarking

・ budgeted performance

・ effectiveness

・ efficiency

・ efficiency variance

・ favorable variance

・ flexible budget

・ flexible-budget variance

・ input-price variance

・ management by exception

・ price variance

・ rate variance

・ sales-volume variance

・ selling-price variance

・ standard cost

・ standard input

・ standard price

・ static budget

・ static-budget variance

・ unfavorable variance

・ usage variance
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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1. 変動間接費と固定間接費を計画する際の類似点と相違点を理解すること．
2.予算変動間接費率と固定製造間接費率について理解すること．
3.変動間接費予算差異，変動間接費能率差異，変動間接費消費差異を理解し，計算できる
ようになること．

4.固定間接費予算差異，固定間接費消費差異，固定間接費操業度差異を理解し，計算でき
るようになること．

5.予算期間内における実際間接費額と間接費配賦額との関係を 4つの差異に分けて分析す
るアプローチを理解すること．

6.販売数量差異と操業度差異の関係を理解すること．
7. ABC における間接費差異の計算を理解すること．
8.非製造業における間接費分析がどのように利用されているのか理解すること．

＜復習＞
・ Problem for Self-Studyを解くこと．
・ 欄外「学ぶべき用語・ポイント」にある用語の意味を調べ理解すること．
・ Decision Pointsを読み，学習目的を理解すること．

＜宿題＞
・講義時あるいは Google classroom上で指示する．

第 9回：変動予算，間接費差異，マネジメント・コントロール／
Flexible Budgets, Overhead Cost Variances, and Management Control

・ denominator level

・ denominator-level

   variance

・ fixed overhead flexible-

   budget variance

・ fixed overhead spending 

   variance

・ production-denominator 

   level

・ production-volume 

   variance

・ standard costing

・ total-overhead variance

・ variable overhead

   efficiency variance

・ variable overhead flexible-

   budget variance

・ variable overhead 

   spending variance
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講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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1. 直接原価計算と全部原価計算の違いを理解すること．
2.全部原価計算・直接原価計算を用いた場合，それぞれについて，利益がどのように計算さ
れるのか理解し，それぞれの原価計算システムにより計算される利益に違いが生じる理由
を理解すること．

3.全部原価計算が，管理者に対し在庫のための生産を行うという望ましくない動機を与える
理由を理解すること．

4.スループット・コスティング，直接原価計算，全部原価計算の違いを理解すること．
5.全部原価計算で利用される様々なキャパシティ（生産能力）の概念を理解すること．
6.予算固定間接費率を計算するためのキャパシティ水準を選ぶ際，何が重要な要因となるか
を理解すること．

7.キャパシティの計画やコントロールを行う際重要な役割を果たす様々な問題を理解するこ
と．

＜復習＞
・ Problem for Self-Studyを解くこと．
・ 欄外「学ぶべき用語・ポイント」にある用語の意味を調べ理解すること．
・ Decision Pointsを読み，学習目的を理解すること．

＜宿題＞
・講義時あるいは Google classroom上で指示する．

＜より進んだ学習＞
・ “Concepts in Action: Yield Improvements and the Production-Volume Variance at Analog Devices”
を読んで，Analog Devices社が成功した理由を考えよ．

第 10 回：在庫評価とキャパシティ分析／ Inventory Costing and Capacity 
Analysis

・ absorption costing

・ direct costing

・ master-budget capacity

   utilization

・ normal capacity utilization

・ practical capacity

・ super-variable costing

・ theoretical capacity

・ throughput costing

・ variable costing
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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1. 5段階からなる意思決定プロセスを理解すること．
2. 意思決定が行われる状況において関連する情報と関連しない情報を区別できるようになる
こと．

3. 機会原価の概念を理解し，これが意思決定で利用される理由を理解すること．
4. キャパシティに制約が存在する場合，どの製品を生産すべきかを決めるプロセスを理解す
ること．

＜復習＞
・ Problem for Self-Studyを解くこと．
・ 欄外「学ぶべき用語・ポイント」にある用語の意味を調べ理解すること．
・ Decision Pointsを読み，学習目的を理解すること．

＜宿題＞
・講義時あるいは Google classroom上で指示する．

＜より進んだ学習＞
・ “Appendix: Linear Programming” を読み，簡単な線形計画問題を解けるようになること．

第 11 回：意思決定と関連情報／Decision Making and Relevant Information

・ book value

・ business function costs

・ constraint

・ decision model

・ differential cost

・ differential revenue

・ full costs of the product

・ incremental cost

・ incremental revenue

・ insourcing

・ linear programming

・ make-or-buy decisions

・ objective function

・ outsourcing

・ product-mix decisions

・ qualitative factors

・ quantitative factors

・ relevant revenues

・ sunk costs
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講義の内容
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1. 顧客やセグメントを追加あるいは閉鎖する場合，管理者が考慮すべき要因は何かを理解
すること．

2. 設備の取替を決める場合，設備の帳簿価額は関連原価ではない理由を理解すること．
3. 管理者が用いる意思決定モデルと管理者を評価するために用いる業績評価モデルの間に
どのようなコンフリクトがあるか説明できるようになること．

4. その他様々な論点について，章末問題を使って問題演習をおこなう

＜復習＞
・ Problem for Self-Studyを解くこと．
・ 欄外「学ぶべき用語・ポイント」にある用語の意味を調べ理解すること．
・ Decision Pointsを読み，学習目的を理解すること．

＜宿題＞
・講義時あるいは Google classroom上で指示する．

＜より進んだ学習＞
・ 線形計画問題は，エクセルのソルバーで解くことができるので，各自試みること．

第 12 回：意思決定と関連情報／Decision Making and Relevant Information
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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1. 線形費用関数を理解し，その典型的な 3 つのタイプを説明できるようになること．
2.費用関数を推定する際に因果関係の重要性を理解すること．
3.費用関数を推定するための様々な方法を理解すること．
4.数量的分析を用いて費用関数を推定するための 6 段階の手続を説明できるようになるこ
と．

5.コスト・ドライバーを評価し，選択する際に用いられる 3 つの規準を理解すること．
6.非線形関数を説明できるようになること．特に，習熟曲線について理解すること．

＜復習＞
・ Problem for Self-Studyを解くこと．
・ 欄外「学ぶべき用語・ポイント」にある用語の意味を調べ理解すること．
・ Decision Pointsを読み，学習目的を理解すること．

＜宿題＞
・講義時あるいは Google classroom上で指示する．

＜より進んだ学習＞
・ Appendix: Regression Analysisを読んで，回帰分析の計算方法を理解すること．
・ 多変量回帰分析を利用する際に生じうる多重共線性がどのようなものか理解すること．

第 13 回：原価態様／Determining How Costs Behave

・account analysis method

（勘定科目精査法）
・ coefficient of

   determination（決定係数）
・ conference method

  （推定法）
・ cost estimation

・ cost prediction

・ high-low method

・ mixed cost

・ multicollinearity

・ multiple regression

・ nonlinear cost function

・ semi-variable cost

・ simple regression

・ standard error of the 

   estimated coefficient

・ step cost function

・ work-measurement
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講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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1. 回帰分析に関する様々な統計量や諸概念を理解すること．
2. 時系列分析に関して，ダービン・ワトソン値を理解すること．
3. t値及び p値が意味するものを理解すること．
4. 非線形関数を説明できるようになること．特に，学習曲線について理解すること．
5. 学習曲線とともに経験曲線について理解すること．

＜復習＞
・ Problem for Self-Studyを解くこと．
・ 欄外「学ぶべき用語・ポイント」にある用語の意味を調べ理解すること．
・ Decision Pointsを読み，学習目的を理解すること．

＜宿題＞
・講義時あるいは Google classroom上で指示する．

＜より進んだ学習＞
・ 回帰分析については，エクセルの関数や分析ツールを用いて行えるので，その方法をマス
ターすること（時間に余裕があれば講義でも説明する）．

第 14 回：Determining How Costs Behave

・ cumulative average-time

   learning model

・ dependent variable

・ experience curve

・ incremental unit-time 

   learning model

・ independent variable

・ industrial engineering

   method

・ learning curve
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講義の内容
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1. テキストの第 1章から第 11章で学習した内容について理解度確認セッションを行う．
2. テキスト・ノート等の持ち込みは一切不可．
3. 電卓を忘れないこと．
4. 日程や出題範囲等に関する詳細は，授業中や Google classroomにてアナウンスする．

＜補足＞
・レポートで代替する可能性がある．

第 15 回：理解度確認セッション／Quiz



基礎

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

16

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 231

科目ナンバー

授業方法

　管理会計２・松田康弘／Management Accounting 2・Yasuhiro Matsuda 　前期　金曜 4限

　管理会計の基礎的な考え方と計算方法を身につけること．その際，非財務情報も含む会
計情報が企業における意思決定や業績評価においてどのように利用されるのかを具体的に
理解すること．
This course provides fundamental perspectives and techniques in management accounting. Students 
will learn how we should refer accounting information, whether they are fi nancial or nonfi nancial, 
for the purpose of decision making and performance measurement.

・ 1回の講義で教科書の 1章分程度を終えるペースで講義を進めていく．
・ 原則として毎回，教科書の章末問題から宿題を指定する．これとは別にレポート課題を
何度か提出させる．

　会計や原価計算に関する基礎的な知識を持っていること．たとえば，学部で会計学関連
の科目や原価計算・管理会計の科目を履修していることが望ましい．また，後期に開講さ
れている管理会計１を受講済みであることが望ましい．

・ 平常点（教科書の章末問題）
（40%）と理解度確認セッ
ション（60%）で評価する．
・AA(90点以上 )，　
  A(80 点以上 90 点 未 満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　水曜日
　14:40-16:10

　022-217-6280　
　ymazda@tohoku.ac.jp

・ 英文のテキストを利用す
るが，英語自体の解説は
行わない．

 ・テキスト：Datar S.M., and M. Rajan, Horngren's Cost Accounting: A Managerial Emphasis   　
　　　　　16th ed. , Prentice-Hall, 2017（ISBN-13： 978-1292211541）.

 ・参考文献 :講義の中で適宜紹介するが，以下のテキストが明解で偏りもない．
　　　　　   櫻井通晴『管理会計［第 7版］』同文舘出版，2019年．

＜予習＞
 ・講義はテキストの内容に沿って行うので，事前にテキストの内容を把握しておくこと．
 ・講義スライドや授業の配信に関する情報は Google classroom上でアナウンスするので，
予習を行っておくこと．これは授業形式が対面であっても変わらない

 ・教科書本文中の重要語句の意味を事前に調べておくこと．
＜復習＞
 ・宿題を解き，テキスト中の重要語句の意味を確認すること．
 ・教科書の章末問題は様々な考え方を必要とするものを含む．考察を試みられたい．
 ・宿題については，講義の中や Google classroom上で指定する．関連するすべての情報を

Google classroom上で公開するので，確認しておくこと．

　EAC-ACC507

　受講者僅少の場合，対面
によっておこなう．受講者
が 5人程度以上の場合，オ
ンライン（オンデマンド）
講義とする．
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　講義の概要，講義の進め方，成績評価方法，学習方法などについて説明を行う．

　以下の内容を 15回をかけて学習することを説明する．
　第 1回：オリエンテーション
　第 2回：価格決定
　第 3回：戦略，戦略的収益性分析
　第 4回：費用配賦，顧客収益性分析，販売量差異の分析
　第 5回：補助部門費，共通費，収益の配賦
　第 6回：連産品と副産物
　第 7回：総合原価計算，仕損，補修，作業屑
　第 8回：品質原価
　第 9回：時間管理，制約の理論
　第 10回：統計的品質管理 
　第 11回：在庫管理，ジャスト・イン・タイム ，バックフラッシュ・コスティング
　第 12回：資本予算とコスト分析
　第 13回：マネジメント・コントロール，振替価格，分権制組織
　第 14回：業績評価と報酬
　第 15回：理解度確認セッション

第 1回：オリエンテーション／Orientation
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講義の内容
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1. 価格決定：短期的視点と長期的視点
2. 原価企画
3. 価値工学
4. 製品ライフサイクル

＜宿題＞
　章末の問題から教員が指定する問題を解いてくること．

第 2回：価格決定／ Pricing Decision
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1. 戦略とは何か？
2. 戦略の実行とバランスト・スコアカード
3. 戦略と実行の成功の評価
4. 営業利益の戦略的分析
5. キャパシティの管理

＜宿題＞
　章末の問題から教員が指定する問題を解いてくること．

第 3回：戦略的収益性分析／ Strategic Profi tability Analysis
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講義の内容
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1.費用配賦の目的
2.費用配賦意思決定の基準
3.費用配賦と原価計算システム
4.顧客収益と顧客コスト
5.顧客収益性分析
6.販売量差異
7.セールスミックスと販売量差異
8.市場占有率差異と市場規模差異

＜宿題＞
　章末の問題から教員が指定する問題を解いてくること．　

第 4回：費用配賦，顧客収益性分析，販売量差異の分析／ Cost Allocation, 
Customer Profi tability Analysis, and Sales Variance Analysis
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1. 補助部門費の営業部門への配賦
2. 複数の補助部門の費用配賦
3. 共通費の配賦
4. 費用配賦と契約
5. 収益の配賦とバンドル製品
6. 収益配賦の方法

＜宿題＞
　章末の問題から教員が指定する問題を解いてくること．

第 5 回：補助部門費と共通費の配賦／ Allocation of Support Department 
Costs and Common Costs
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1. 連結原価の基礎
2. 連結原価の配賦方法
3. 意思決定における連結原価
4. 副産物の会計処理

＜宿題＞
　章末の問題から教員が指定する問題を解いてくること．

第 6回：連産品と副産物／ Joint Products and Byproducts
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1. 総合原価計算の全体像
2. 平均法と先入先出法
3. 総合原価計算における標準原価計算
4. 総合原価計算における工程別原価計算
5. 仕損，補修，作業屑とは何か
6. 正常仕損と異常仕損の会計処理
7. 総合原価計算における仕損の処理
8. 個別原価計算における仕損・補修の処理
9. 作業屑の処理

＜宿題＞
　章末の問題から教員が指定する問題を解いてくること．

第 7回：総合原価計算，仕損，補修，作業屑／ Process Costing, Spoilage, 
Rework, and Scrap
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1. 品質原価
2. PAFアプローチ
3. QC7つ道具
4. 品質に関連する非財務指標

＜宿題＞
　章末の問題から教員が指定する問題を解いてくること．

第 8回：品質原価／ Cost of Quality
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　時間・スピードに注目し，顧客応答時間とゴールドラットの提唱する「制約の理論」に
ついて講義する．主なテーマは以下のとおりである．

1.管理会計における時間とスピード
2.製造業における顧客応答時間
3.待ち行列の理論
4.制約の理論
5.スループット貢献利益

＜宿題＞
　章末の問題から教員が指定する問題を解いてくること．

第 9回：時間管理と制約の理論／ Time Drivers and Theory of Constraint
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1. 統計的品質管理とは
2. 生産管理における第 1種の過誤と第 2種の過誤
3. シックス・シグマ
4. リーン生産方式
5. 工程の管理
6. 工程能力指数

＜宿題＞
　章末の問題から教員が指定する問題を解いてくること．

第 10 回：統計的品質管理／ Statistical Quality Control
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1. 売上原価に関連する 5種類の原価
2. 経済的発注量モデル
3. サプライチェーン・マネジメントの在庫管理への適用
4. MRPとジャスト・イン・タイムの相違
5.ジャスト・イン・タイム生産システムの特徴
6. ジャスト・イン・タイムと仕入れ

＜宿題＞
　章末の問題から教員が指定する問題を解いてくること．

第 11 回：在庫管理，ジャスト・イン・タイム／ Inventory Management
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1. 資本予算編成における複数年の視点
2. プロジェクトの資本予算編成の 6段階
3. 正味現在価値法と内部利益率法
4. 回収期間法
5. 会計的利益率法
6. 投資案評価の指標と業績評価指標の間のコンフリクト
7. 関連キャッシュフロー

＜宿題＞
　章末の問題から教員が指定する問題を解いてくること．

第 12 回：資本予算／ Capital Budgeting
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1. マネジメント・コントロール・システムと 3つの特質
2. 分権化の利点と不利点
3. 移転価格を評価するための 4つの基準
4. 移転価格の計算方法
5. 責任会計
6.分権制組織
7. 投資意思決定権限の委譲と管理者の動機付け

＜宿題＞
　章末の問題から教員が指定する問題を解いてくること．

第 13 回：マネジメント・コントロール，振替価格，分権制組織／
Management Control, Transfer Pricing, and Decentralized Organization
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1. BSCのための財務的・非財務的尺度の選択
2. 会計による業績尺度の設計
3. デュポン・メソッドによる投資利益率の分析
4. 残余利益法とその利点
5. 経済的付加価値
6. その他の論点

＜宿題＞
　章末の問題から教員が指定する問題を解いてくること．

第 14 回：業績評価と報酬／ Performance Measurement and Compensation
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　講義全体で学習した内容について，理解度確認セッションを実施する．

第 15 回：理解度確認セッション／ Examination



展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献
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予習・復習について
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科目ナンバー

授業方法
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学ぶべき用語・ポイント
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学ぶべき用語・ポイント
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その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献
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科目ナンバー

授業方法
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授業方法
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次回の講義に向けて，講義中に指定するテキストの該当箇所に目を通しておくこと．
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講義の内容
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監査２

講義の内容
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講義の内容
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監査２

講義の内容
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講義の内容
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監査２

講義の内容
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講義の内容
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展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

23

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 329

科目ナンバー

授業方法
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講義の内容
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監査３

講義の内容
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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監査３

講義の内容
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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監査３

講義の内容
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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監査３

講義の内容
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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監査３

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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監査３

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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監査３

講義の内容
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講義の内容
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展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 345

24

科目ナンバー

この講義を受講するために必要とする知識

授業方法
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

テキスト・参考文献



監査実務Ⅰ

講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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監査実務Ⅰ

学ぶべき用語・ポイント
講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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監査実務Ⅰ

学ぶべき用語・ポイント
講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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監査実務Ⅰ

学ぶべき用語・ポイント
講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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監査実務Ⅰ

学ぶべき用語・ポイント
講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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監査実務Ⅰ

学ぶべき用語・ポイント
講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



監査実務Ⅰ

学ぶべき用語・ポイント
講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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監査実務Ⅰ

講義の内容
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講義の内容
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実践 ･ 応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 363

25

科目ナンバー

この講義を受講するために必要とする知識

授業方法
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

テキスト・参考文献



監査実務Ⅱ

講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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監査実務Ⅱ

学ぶべき用語・ポイント
講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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監査実務Ⅱ

学ぶべき用語・ポイント
講義の内容
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講義の内容
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監査実務Ⅱ

講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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監査実務Ⅱ

講義の内容
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講義の内容
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監査実務Ⅱ

講義の内容
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講義の内容
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監査実務Ⅱ

講義の内容
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講義の内容
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監査実務Ⅱ

講義の内容
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380

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

26

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 381

科目ナンバー

授業方法



382

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践 ･ 応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

27

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 383

科目ナンバー

授業方法

　監査計画の編成法１・小粥純子／ Audit Planning 1・Junko Kogayu 　後期　火曜 6限

・小レポート（2回実施），
（60%），理解度確認セッ
ション（レポート）（40％）
で評価する．
・AA(90点以上 )，
  A(80点以上 90点未満 )，

B(70点以上 80点未満 )，
C(60点以上 70点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　講義終了後

　junko.kogayu.a5@tohoku.
ac.jp
   （講義日のみアクセス予定）

・講義の中で随時説明する．
・ 公認会計士協会の報告書をテーマごとに講義した後，ケース・スタディなどを用いて基
準が意味することを理解する．
・ 有価証券報告書等を使いリスク評価手続を実施する事例研究を行う．
・ 小レポート（2回実施），理解度確認セッション（レポート）を実施する．

・ 監査論の科目を履修していることが望ましい．
・ 財務諸表監査における内部統制の評価については，「内部統制の実務」で取り扱うため，
当講義と併せて履修することを推奨する．

　必要に応じて講義の中で紹介する．

　監査手続として企業のリスクを評価し識別するということは具体的にどのようなことな
のかについての基本的な枠組みを，監査基準報告 315「重要な虚偽表示リスクの識別と評
価」（監基報 315）を中心に講義する．監基報 315は，内部統制を含む，企業及び企業環
境の理解を通じて，財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し評価することに関する実務
上の指針を提供するものである．
　この講義で実践する手法は，監査のみならず，企業評価に幅広く適用可能なものである．
企業のリスク評価は，会計専門職に最も期待される能力の一つであり，高い意欲をもって
受講していただきたい．
　I will lecture on the basic framework of how assessing and identifying a corporate 's risks as an 
audit procedure is exactly what it is, focusing on the ISA315 Identifying and Assessing the Risks 
of Material Misstatement. ISA315 deals with the auditor’s responsibility to identify and assess the 
risks of material misstatement in the fi nancial statements, including the entity’s internal control.
　The techniques that can be acquired from this lecture are widely applicable to corporate 
evaluation, bankruptcy analysis, securities investment analysis. Identifying the risks is one of the 
most promising skills of accounting professionals, so please take it with great motivation.

＜予習＞
・講義で参照する基準等について熟読する．
＜復習＞
・ケーススタディ，事例研究で実施した内容について，監査基準報告書等の該当部分を確
認し理解を深める．

　EAC-ACC616

　オンライン（オンデマンド）
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・事業上のリスク
・アサーション
・監査リスク
・重要な虚偽表示リスク
・固有リスク
・統制リスク
・発見リスク
・リスク評価手続
・リスク対応手続
・内部統制
・運用評価手続
・特別な検討を必要とする
  リスク

・どのような事業上のリスクがあり，それがどのように監査上のリスク概念と関係するか
について理解する．　
・ 企業の有価証券報告書等を使って，当該企業が「事業等のリスク」に記載している内容
を業種別に比較し，理解する．

＜この講義で参照する基準等＞
 ・監査基準報告書 200「財務諸表監査における総括的な目的」
 ・監査基準報告書 315「重要な虚偽表示リスクの識別と評価」

1.事業上のリスク
2.アサーション
3.監査リスク
4.重要な虚偽表示リスク
5.特別な検討を必要とするリスク
6.リスク評価手続とリスク対応手続
7.財務諸表全体レベルの重要な虚偽表示リスクとアサーションレベルでの重要な虚偽表示
リスク

8.重要な虚偽表示リスクの構成要素としての固有リスクと統制リスク
9.発見リスク

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

第 1回：事業上のリスクと監査リスク概念／ Auditor’s business risks



監査計画の編成法 1

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 385

・リスク評価手続
・質問
・分析的手続
・観察
・閲覧
・過年度の監査
・監査チーム内の討議
・専門家（の参加）
・企業と企業環境
・外部要因
・企業の事業活動
・関連当事者
・一般に公正妥当と認め
 られる企業会計の基準
・企業の業績測定

・監査手続として企業と企業環境を理解するということは具体的にどのようなことかにつ
いて，理解する．
・企業の有価証券報告書の他，コーポレート・ガバナンスに関する報告書，アニュアル・
レポートあるいは統合報告書等を使って，当該企業の属する産業，規制等の外部要因，
事業活動，戦略，業績目標（KPI）等を理解し，それらを実践するガバナンスがどのよ
うに構築されているのかを理解する．

＜この講義で参照する基準等＞
・監査基準報告書 315「重要な虚偽表示リスクの識別と評価」

1. 目的
2. リスク評価手続及び企業と企業環境についての情報源
（1）リスク評価手続
（2）監査チーム内の討議

3. 企業と企業環境の理解
（1）産業，規制等の外部要因
（2）企業の事業活動等
（3）企業目的及び戦略並びにそれらに関連する事業上のリスク
（4）企業の業績の測定と検討

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディ及び事例研究
で実施した内容について，監査基準報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

第 2回：企業と企業環境の理解／Understanding the entity and its environment
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・重要性の基準値
・財務データ
・財務データ以外のデータ
・推定値

第 3回：監査上の重要性，計画段階の分析的手続／ 
Materiality in planning an audit and analytical procedures

1.監査上の重要性
・監基報 320「監査の計画及び実施における重要性」における重要性の概念を理解する．
・重要性の基準値について理解する．
(1)重要性の基準値，(2)特定の取引種類，勘定残高又は 注記事項 に対する重要性の基準値，
(3)手続実施上の重要性の基準値
2.分析的手続
・監基報 315「重要な虚偽表示リスクの識別と評価」における計画段階の分析的手続を理
解する．
・ケース・スタディでは企業の有価証券報告書等を使って，分析データから何を読み取る
べきかについて理解する．

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディ及び事例研究
で実施した内容について，監査基準報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．



監査計画の編成法 1

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・会計上の見積りを要する勘定科目等の監査について，監査基準報告書 540「会計上の見
積りの監査」にしたがって理解する．
・企業の有価証券報告書等を使って，会計上の見積りの測定方法，仮定，不確実性の影響
の評価を検討する．

＜講義の概要＞
1. 会計上の見積りの意義
2. 会社による会計上の見積り
3. 監査リスク
4. 十分かつ適切な監査証拠の入手
5. 会計上の見積りの必要性
6. 会計上の見積りの合理性を確かめるための監査手続
7. 会計上の見積りの全体的な評価
8. 経営者確認書の入手

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディ及び事例研究
で実施した内容について，監査基準報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

・仮定の適切性
・会計上の見積りの不確実
性
・経営者の偏向
・固有リスク要因
・経営者確認書

第 4回：会計上の見積りの監査／ Auditing accounting estimates
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・重要な虚偽表示リスク，特別な検討を必要とするリスクの識別がどのような過程で行わ
れるのかを理解する．
・内部統制システムの理解がどのように重要な虚偽表示リスクの識別に係るのかについて
理解する．

＜この講義で参照する基準等＞
 ・監査基準報告書 315「重要な虚偽表示リスクの識別と評価」

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディ及び事例研究
で実施した内容について，監査基準報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

第 5回：重要な虚偽表示リスクの評価／
Assessing risks of material misstatement of the fi nancial statements

・重要な虚偽表示リスク
・特別な検討を必要とする
  リスク



監査計画の編成法 1

講義の内容
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第 6回：小レポート／Quiz and Report

　前回までの講義で学習した内容について小レポートを実施し，理解度を確認する．
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・監査基準報告書 240「財務諸表監査における不正」を理解する．
・不正リスク要因（動機・プレッシャー， 機会， 姿勢・正当化）について，ケース・スタディ
により理解する．

＜講義の概要＞
1.不正の定義及び特徴
2.経営者等の責任
3.不正に関する監査の固有の限界
4.監査人の責任
5.職業的懐疑心
6.監査チーム内での討議
7.リスク評価手続

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディ及び事例研究
で実施した内容について，監査基準報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

・経営者不正
・従業員不正
・動機・機会・正当化
・ガバナンス
・誠実性と倫理的な行動
・気風
・財務報告プロセス
・職業的懐疑心

第 7回：財務諸表監査における不正／ Fraud in an audit of fi nancial statements
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・監査基準報告書第 550「関連当事者」について理解する．
・企業の有価証券報告書における関連当事者の取引の開示内容と非財務情報（関係会社，
重要な契約等，株主の状況，役員の状況等）を検討する．

＜講義の概要＞
1. 関連当事者の監査の目的
2. 経営者及び監査人の責任
3. 関連当事者の存在
4. 関連当事者との取引
5. 識別された関連当事者との取引の検討
6. 経営者確認書
7. 監査の結論及び報告

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディ及び事例研究
で実施した内容について，監査基準報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

・関連当事者
・親会社
・子会社
・関係会社
・関連会社
・その他の関連会社
・主要株主
・近親者

第 8回：関連当事者の監査／ Related parties
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・全般的な対応
・監査アプローチ
・リスク対応手続の種類
・監査手続の実施の時期
・監査手続の範囲
・運用評価手続
・プロセス
・内部統制のデザイン
・サンプリング
・監査手続の実施の時期
・残余期間
・分析的実証手続
・推定値
・詳細テスト
・監査証拠の十分性及び適
  切性
・決算プロセス

・財務諸表全体レベルの重要な虚偽表示リスクに対して，全般的な対応を理解する．
・アサーションレベルの重要な虚偽表示リスクに応じた監査手続について理解する．

＜この講義で参照する基準等＞
 ・監査基準報告書 330「評価したリスクに対応する監査人の手続」

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディ及び事例研究
で実施した内容について，監査基準報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

第 9回：評価したリスクに対応する監査人の手続／
The auditor’s responses to assessed risks
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講義の内容
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第 10 回：小レポート／Quiz and Report

　前回までの講義で理解した内容について小レポートを実施する．
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・監査基準報告書 260「監査役等とのコミュニケーション」を理解する．
・監査基準報告書 701「独立監査人の監査報告書における監査上の主要な検討事項の報告」
を理解する．

＜この講義で参照する基準等＞
 ・監査基準報告書 701「独立監査人の監査報告書における監査上の主要な検討事項の報告」

1.監査上の主要な検討事項の決定
2.監査上の主要な検討事項の報告
3.監査役等とのコミュニケーション
4.文書化

・監査基準報告書 260「監査役等とのコミュニケーション」
　監査上の重要な発見事項についてコミュニケーションが要求される事項

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディ及び事例研究
で実施した内容について，監査基準報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

・監査上の主要な検討事
項

第 11 回：監査上の主要な検討事項 / Key Audit Matter
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・前回までに理解したリスク評価手続にもとづき，監査計画の作成について総括する．
・最近の監査基準等の改正の動向が監査計画に与える影響を考える．

＜この講義で参照する基準等＞
 ・監査基準報告書 300「監査計画」

1.監査チームの主要メンバーの参画
2.監査契約に係る予備的な活動
3.計画活動

・監査基準報告書 720「その他の記載内容に関連する監査人の責任」
　（1）その他の記載内容の範囲・定義
　（2）その他の記載内容の通読及び検討

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディ及び事例研究
で実施した内容について，監査基準報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

第 12 回：監査計画の編成法／ Planning an audit of fi nancial statements

・監査計画
・監査契約に係る予備的な
活動
・監査の基本的な方針
・詳細な監査計画
・指示，監督，監査調書の
  査閲等
・文書化 

・その他の記載内容
・年次報告書
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022

　企業の有価証券報告書等を使って事例研究を行う．

＜事例研究のポイント＞
1.事業上のリスクと勘定等の特性より識別される固有リスクの識別
2.企業及び企業環境の理解
3.分析的手続
4.不正のリスク要因の検討
5.会計上の見積り

第 13 回：事例研修（1）／ Case Study（1）
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　企業の有価証券報告書等を使って事例研究を行う．

＜事例研究のポイント＞
1.事業上のリスクと勘定等の特性より識別される固有リスクの識別
2.企業及び企業環境の理解
3.分析的手続
4.不正のリスク要因の検討
5.会計上の見積り

第 14 回：事例研究（2）／ Case Study（2）
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講義の内容
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第 15 回：理解度確認セッション（レポート）／ Examination（Report）

　理解度確認セッション（レポート）を実施する．



実践 ･ 応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

28

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 399

科目ナンバー

授業方法

　監査計画の編成法２・小粥純子／ Audit Planning 2・Junko Kogayu 　前期　火曜 7限

・小レポート（2回実施）
（60％），理解度確認セッ
ション（レポート）（40％）
で評価する．
・AA(90点以上 )，
  A(80点以上 90点未満 )，

B(70点以上 80点未満 )，
C(60点以上 70点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　講義終了後

　junko.kogayu.a5@tohoku.
ac.jp
　（講義日のみアクセス予定）

・講義の中で随時説明する．

＜予習＞
・講義で参照する基準等について熟読する．
＜復習＞
・ケーススタディ及び事例研究で実施した内容について，監査基準委員会報告書等の該当
部分を確認し理解を深める．

　監査論の科目を履修していることが望ましい．

　必要に応じて講義の中で紹介する．

　リスク評価手続により識別したリスクにして，どのようなリスク対応手続を設計すべき
かについての基本的な枠組みを，監査基準委員会報告 330「評価したリスクに対応する監
査人の手続」（監基報 330）を中心に講義する．監基報 330は監基報 315「重要な虚偽表示
リスクの識別と評価」に従い識別し評価した重要な虚偽表示リスクに対応した，監査人の
運用評価手続と実証手続の立案及び実施に関する実務上の指針を提供するものである．
　I will lecture on the basic framework of what kind of procedures should be designed to the risks 
identifi ed, focusing on the ISA 330 The Auditor’s Responses to Assessed Risks. 
　ISA330 deals with the auditor’s responsibility to design and implement responses (tests of 
controls, substantive procedures) to the risks of material misstatement identifi ed and assessed by the 
auditor in accordance with ISA 315 Identifying and Assessing the Risks of Material Misstatement. 

・ 監査基準委員会報告書をテーマごとに講義した後，ケース・スタディ及び事例研究を行う．
・ 小レポート（2回実施），理解度確認セッション（レポート）を実施する．

　EAC-ACC617

　オンライン（オンデマン
ド方式）
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・財務諸表全体レベルの重要な虚偽表示のリスクに対して，全般的な対応を理解する．
・アサーションレベルの重要な虚偽表示のリスクに応じた監査手続について理解する．

＜この講義で参照する基準等＞
　監査基準委員会報告書第 330「評価したリスクに対応する監査人の手続」

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディで実施した内
容について，監査基準委員会報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

第 1回：評価したリスクに対応する監査人の手続／
The auditor’s  responses to assessed risks

・全般的な対応
・監査アプローチ
・リスク対応手続の種類
・監査手続の実施の時期
・監査手続の範囲
・運用評価手続
・プロセス
・内部統制のデザイン
・監査手続の実施の時期
・残余期間
・サンプルテスト
・分析的実証手続
・推定値 

・詳細テスト
・監査証拠の十分性及び
  適切性
・決算プロセス
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 401

・十分性
・適切性
・監査証拠の証明力
・アサーション
・精査
・特定項目抽出の試査
・監査サンプリング
・観察
・質問
・確認
・再計算
・再実施
・分析的手続

・監査基準委員会報告書 500「監査証拠」及び監査基準委員会報告書 501「特定項目の監
査証拠」を理解する．
・ケース・スタディ「売上の架空計上のリスクに対する手続の設計」により，どのように
十分かつ適切な監査証拠を入手するかを理解する．
・特定項目（棚卸資産，訴訟事件等，セグメント情報）に対する監査証拠について理解する．

＜講義の概要＞
　1. 監査証拠
　　（1）十分かつ適切な監査証拠
　　（2）監査証拠として利用する情報
　　（3）監査手続の対象項目の抽出
　　（4）監査証拠における矛盾又は証明力に関する疑義
　2. 特定項目の監査証拠
　　（1）棚卸資産 
　　（2）訴訟事件等（経営者確認書）
　　（3）セグメント情報

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディで実施した内
容について，監査基準委員会報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

第 2回：監査証拠／ Audit evidence
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・アサーションに対する適
切性
・目的適合性
・利用可能な情報の情報源
・比較可能性
・データ入手の容易性
・データの信頼性
・推定値の精度

・監査基準委員会報告書 520「分析的手続」を理解する．
・ケース・スタディにより，分析的実証手続と詳細テストの組み合わせ，最終段階の分析
的手続について理解する．

＜講義の概要＞
　1. 分析的実証手続
　2. 全般的な結論を形成するための分析的手続
　3. 分析的手続の結果の調査

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディで実施した内
容について，監査基準委員会報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

第 3回：分析的手続／ Substantive analytical procedures
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　前回までの講義で理解した内容について，論述式の小レポートを実施する．

第 4回：第 1回小レポート／Quiz and Report
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・監査基準委員会報告書 505「確認」を理解する．
・ケース・スタディ「売掛金の確認手続」により，発送先の選定（特定項目抽出，サンプ
リング），確認依頼の送付に対する経営者の不同意，未回答の場合の対応など，を理解
する．

＜講義の概要＞
　1.確認手続
　2. 確認依頼の送付に対する経営者の不同意
　3. 確認手続の結果
　　（1）確認依頼への回答の信頼性
　　（2）未回答 
　　（3）十分かつ適切な監査証拠を入手するために積極的確認に対する回答が必要である
　　　  場合 
　（4）確認差異

　4. 消極的確認
　5. 入手した証拠の評価

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディで実施した内
容について，監査基準委員会報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

第 5回： 確認／ External Confi rmations

・確認
・アサーション
・積極的確認
・消極的確認
・代替手続
・確認差異
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・精査
・試査
・母集団
・階層化
・監査サンプリング
・特定項目抽出
・サンプリング単位
・ノンサンプリングリスク
・許容虚偽表示額

・監査基準委員会報告書 530「監査サンプリング」を理解する．
・ケース・スタディ「売掛金の確認手続」により，監査サンプリングのテスト対象項目の
抽出，結果をどのように評価するのかを理解する．
　　
＜講義の概要＞
　1.監査サンプリングの立案，サンプル数及びテスト対象項目の抽出
　2. 監査手続の実施 
　3. 内部統制の逸脱と虚偽表示の内容と原因 
　4. 虚偽表示額の推定 
　5. 監査サンプリングの結果の評価

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディで実施した内
容について，監査基準委員会報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

第 6回：試査／ Audit Sampling
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講義の内容
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第 7回：第 2回小レポート／Quiz and Report

　前回までの講義で理解した内容について，論述式の小レポートを実施する．
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・後発事象
・財務諸表の承認日
・財務諸表の発行日
・修正後発事象
・開示後発事象
・比較情報
・対応数値
・比較財務諸表

第 8回：後発事象と比較情報／ Subsequent Events and Comparative Information

・監査基準委員会報告書第 560「後発事象」及び監査・保証実務委員会報告第 76号「後発
事象に関する監査上の取扱い」を理解する．
・東日本大震災時の事例などをもとに，後発事象の監査上の取扱いを理解する．
・監査基準委員会報告書 710「過年度の比較情報―対応数値と比較財務諸表」を理解する．

＜講義の概要＞
（後発事象）
　1.期末日の翌日から監査報告書日までの間に発生した事象
　　・経営者確認書
　2.監査報告書日の翌日から財務諸表の発行日までの間に監査人が知るところとなった事
　   実
　　（1）経営者の監査人に対する責任
　　（2）二重日付
　　（3）監査報告書への依拠を防ぐための監査人の措置
　3.財務諸表が発行された後に監査人が知るところとなった事実

（比較情報）
　1.有価証券報告書における比較情報（対応数値方式）
　2.監査手続，監査報告書

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディで実施した内
容について，監査基準委員会報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・監査基準委員会報告書 540「会計上の見積りの監査」を理解する．

＜講義の概要＞
　1.監査基準委員会報告書 540の改正点，会計上の見積りのリスク対応手続における内部
　   統制の運用評価手続の重要性について理解する．

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディで実施した内
容について，監査基準委員会報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

・ 不確実性
・複雑性
・主観性
・関連する内部統制の有
効性

第 9回：会計上の見積りの監査／ Auditing accounting estimates
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・監査基準委員会報告書 500「監査証拠における経営者の利用する専門家」と監査基準委
員会報告書 620「専門家の業務の利用」における監査人の利用する専門家を理解する．
・ケーススタディにより，専門家の業務の利用が必要な局面と適切性に係る評価について
理解する．

＜講義の概要＞
　1. 500「監査証拠」
　　（1）経営者の利用する専門家の適性，能力及び客観性
　　（2）経営者の利用する専門家の業務の理解
　　（3）監査証拠としての適切性と関連するアサーション
　2. 620「監査人の利用する専門家」
　　（1）監査人の利用する専門家の必要性の判断 
　　（2）監査手続の種類，時期及び範囲
　　（3）監査人の利用する専門家の適性，能力及び客観性
　　（4）監査人の利用する専門家の専門分野の理解
　　（5）監査人の利用する専門家との合意 
　　（6）監査人の利用する専門家の業務の適切性に係る評価 
　　（7）監査報告書における専門家の業務の利用に関する記載

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディで実施した内
容について，監査基準委員会報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

第 10 回：専門家の業務の利用／Using the work of an auditor’s expert

・監査人の利用する専門
家
・経営者の利用する専門
家
・専門知識
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・監査基準委員会報告書 450「監査の過程で識別した虚偽表示の評価」，監査基準委員会報
告書 580「経営者確認書」，監査基準委員会報告書 260「監査役等とのコミュニケーション」
を理解する．
・ケーススタディにより，未修正の虚偽表示が及ぼす影響の評価について理解する．

＜講義の概要＞
　1. 虚偽表示の評価
　（1）監査の進捗に伴い識別した虚偽表示の検討
　（2）虚偽表示に関するコミュニケーション及び修正
　（3）未修正の虚偽表示が及ぼす影響の評価　　

　2. 経営者による確認書
　（1）経営者確認書の意義，入手の目的と留意事項
　（2）確認事項の例
　（3）経営者が確認することを拒否した場合の取扱い

　3. 監査役等とのコミュニケーション
　（1）コーポレート・ガバナンスと監査 
　（2）監査役等のモニタリングの機能と監査人の監査 
　（3）監査役等とのコミュニケーションの目的 
　（4）コミュニケーションの範囲と内容，時期と方法

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディ及び事例研究
で実施した内容について，監査基準委員会報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

第 11 回：虚偽表示の評価，経営者確認書・監査役等とのコミュニケーション／ Evaluation of 
misstatements ，Written representations，Communications with those charged with governance

・経営者確認書
・財務諸表の作成責任
・未訂正の財務諸表の虚偽
  の表示
・内部統制を構築・維持す
  る責任
・重要な偶発事象，後発事
  象等
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 411

・監査基準委員会報告書 570「継続企業」を理解する．
・事例研究により，重要な不確実性が認められる場合について理解する．

＜講義の概要＞
　1.リスク評価手続とこれに関連する活動
　2. 経営者の評価の検討 
　3. 経営者の評価を超えた期間
　4. 事象又は状況を識別した場合の追加的な監査手続
　5. 監査の結論及び報告 
　6. 重要な不確実性が認められる場合
　7. 継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切でない場合
　8. 経営者が評価を実施しない又は評価期間を延長しない場合 
　9. 監査役等とのコミュニケーション 
　10. 財務諸表の確定の著しい遅延

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディで実施した内
容について，監査基準委員会報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

・継続企業の前提
・不確実性
・経営者の評価

第 12 回：継続企業の前提／Going concern
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・監査基準委員会報告書 600「グループ監査」を理解する．
・事例研究（のれんの減損）により，グループ監査におけるグループ監査チームと構成単
位の監査チームのコミュニケーション等について理解する．

＜講義の概要＞
　1. グループ監査の目的
　2. グループ全体，構成単位及びこれらの環境の理解 
　3. 重要性
　4. 評価したリスクへの対応
　5. 連結プロセス
　6. 構成単位の監査人とのコミュニケーション 
　7. 入手した監査証拠の十分性及び適切性の評価
　8. グループ経営者及び監査役会等とのコミュニケーション

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディ及び事例研究
で実施した内容について，監査基準委員会報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

第 13 回：グループ監査／ Audits of group fi nancial Statement

・グループ監査チーム
・構成単位 

・構成単位の監査人
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・監査基準委員会報告書 230「監査調書」，監査基準委員会報告書 701「独立監査人の監査
報告書における監査上の主要な検討事項の報告」，705「独立監査人の監査報告書におけ
る除外事項付意見」を理解する．
・監査報告書における監査上の主要な検討事項（Key Audit Mattter (KAM)）について，事
例等を用いて理解する．

＜講義の概要＞
1. 監査調書

　　（1）監査調書の意義
　　（2）監査調書の作成目的
　　（3）定義
　　（4）監査調書の特質
　　（5）監査調書の様式，内容及び範囲
　　（6）監査ファイルの最終的な整理
　　（7）例外的な状況における監査報告書日後の監査調書の変更
　2. 監査報告
　　（1）監査上の主要な検討事項の決定と記載
　　（2）除外事項付意見の類型（限定意見，否定的意見，意見不表明）
　　（3）「広範」の定義

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケーススタディ及び事例研究
で実施した内容について，監査基準委員会報告書等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞
　必要な文献は講義で示す．

第 14 回： 監 査 調 書， 監 査 報 告 ／ Audit documentation，Forming an opinion and 
reporting on fi nancial statements

・監査調書
・査閲
・項目の特性
・監査ファイル
・経験豊富な監査人
・除外事項付意見
・限定意見
・否定的意見
・意見不表明
・監査上の主要な検討事項
・広範
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講義の内容
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　論述式の理解度確認セッションを実施する．

第 15 回：理解度確認セッション（レポート）／ Examination（Report）



実践 ･ 応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

29

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 415

科目ナンバー

授業方法

　内部統制の実務・小粥純子／ Internal Control Practice・Junko Kogayu 　後期　火曜 7限

・小レポート（2回実施）
（60%），理解度確認セッ
ション（レポート）（40％）
で評価する．
・AA(90点以上 )，　
  A(80点以上 90点未満 )，

B(70点以上 80点未満 )，
C(60点以上 70点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　講義終了後

　junko.kogayu.a5@tohoku.
ac.jp
　（講義日のみアクセス予定）

　講義の中で随時説明す
る．

・「財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準及び実施基準」をテーマごとに講義し
た後，ケース・スタディにより基準の意味するところを理解する．
・有価証券報告書，コーポレート・ガバナンス報告書等を使い，企業の事業上のリスクの
評価，全社的な内部統制の理解，内部統制の評価範囲に関する事例研究を行う．
・小レポート，理解度確認セッション（レポート）を実施する．

＜予習＞
・講義で参照する基準等について熟読する．
＜復習＞
・ケース ･スタディ及び事例研究で実施した内容について，基準等の該当部分を確認し理
解する．

・テキスト：主として以下の基準等を使用する．
 　・財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準及び実施基準
      ・監査・保証実務委員会報告第 82 号「財務報告に係る内部統制の監査に関する実務上
        の取扱い」
・参考文献等：必要に応じて講義の中で紹介する．

　企業の内部統制の評価は具体的にはどのように行われるのかについての基本的な枠組み
を，金融庁企業会計審議会の財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準並びに同実施
基準を中心に講義する．同基準の枠組みは，経営者による財務報告に係る内部統制の評価
及び報告の基準と監査人による財務報告に係る内部統制の監査の基準の前提となる内部統
制の概念的な枠組みを示すものである．
　この講義で実践する手法は，企業評価に幅広く適用可能なものである．企業の内部統制
の理解は，会計専門職に最も期待される能力の一つであり，高い意欲をもって受講してい
ただきたい．
　I will lecture on the basic framework of how assessing and reporting a corporate's internal 
control, focusing on the Standards for Management Assessment and Audit concerning Internal 
Control Over Financial Reporting.  This framework provides the conceptual framework for internal 
control that underlies the standards used by management to assess and report on internal control 
over fi nancial reporting and the standards used by external auditors to audit internal control over 
fi nancial reporting.
　The techniques that can be acquired from this lecture are widely applicable to corporate 
evaluation. Understanding the internal control over fi nancial reporting is one of the most promising 
skills of accounting professionals, so please take it with great motivation.

・企業のリスク評価の観点から，監査計画の編成法１を併せて履修することを推奨する．

　EAC-ACC618

　オンライン（オンデマンド
方式）による．
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・内部統制
・事業報告
・リスク情報
・ガバナンス情報
・コーポレート・ガバナ
  ンス
・内部統制報告書
・金融庁確認書
・取引所宣誓
・取引所確認書

・内部統制報告書制度の導入の経緯，日本の法令要求事項，内部統制基準等の概要を理解
する．
・コーポレート・ガバナンスコードについて理解する．
・ケース・スタディとして身近な例を取り上げ，内部統制を理解する．

＜予習・復習＞
　講義内容に関係する法令等を確認し理解する．

＜参考文献＞　
　必要な文献は講義で示す．

第 1 回：内部統制報告制度の概要／ Assessment and report on internal control over fi nancial 
reporting



内部統制の実務

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・財務報告の信頼性
・事業活動に関わる法令等
  の遵守
・資産の保全
・統制環境
・リスクの評価と対応
・統制活動
・情報と伝達
・監視活動
・IT（情報技術）の利用 

・内部統制の基本的枠組みの「統制環境」を理解する．
・ケース・スタディにより，下記の統制環境の 7つの要素を理解する．
　① 誠実性及び倫理観
　② 経営者の意向及び姿勢
　③ 経営方針及び経営戦略
　④ 取締役会及び監査役又は監査委員会の有する機能
　⑤ 組織構造及び慣行
　⑥ 権限及び職責
　⑦ 人的資源に対する方針と管理
・有価証券報告書，コーポレート・ガバナンス報告書等を使い，当該企業の統制環境につ
いて理解する．

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケース ･スタディ及び事例研
究で実施した内容について，基準等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞　
　必要な文献は講義で示す．

第 2回：内部統制の基本的枠組み（1）（統制環境）／ Basic framework of internal control（1）- 
Control Environment
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・内部統制の基本的要素のうち，リスクの評価と対応，情報と伝達，モニタリングを理解
する．
・ケース ･スタディにより，それぞれの構成要素の意味するところを理解する．

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケース ･スタディ及び事例研
究で実施した内容について，基準等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞　
　必要な文献は講義で示す．

第 3回：内部統制の基本的枠組み（2）（リスクの評価と対応，情報と伝達，モニタリング）／ Basic framework of 
internal control（2）（Risk Assessment and Response，Information and Communication，Monitoring)

・統制環境
・リスクの評価と対応
・情報と伝達
・モニタリング
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・財務報告に係る内部統制の評価とその範囲，評価範囲の決定方法，内部統制の評価方法
について理解する．
・ケース・スタディにより，評価範囲の決定プロセスを理解する．

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケース ･スタディ及び事例研
究で実施した内容について，基準等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞　
　必要な文献は講義で示す．

・内部統制の有効性
・内部統制評価範囲
・重要な拠点
・業務プロセス

第 4 回：財務報告に係る内部統制の評価 - 評価範囲の決定プロセス／ Assessment on 
Internal Control Over Financial Reporting ‐ Determination of the Scope of Assessment
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・内部統制の基本的枠組みの「統制活動」を理解する．
・業務プロセスの有効性の評価について理解する．
・ケース ･スタディにより，統制活動とはどういうものかについて理解する．

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケース ･スタディ及び事例研
究で実施した内容について，基準等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞　
　必要な文献は講義で示す．

第 5回：業務プロセスに係る内部統制の評価／ Assessment of Process-Level Controls

・業務処理統制
・リスクを低減する統制
・実在性
・網羅性
・評価の妥当性
・期間配分の適切性
・表示の妥当性 



内部統制の実務

講義の内容
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　前回までの講義内容について小レポートを実施する．

第 6回：小レポート／Quiz and Report
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・基本的要素である「ITへの対応」，IT全般統制，IT業務処理統制について理解する．
・ケース・スタディにより，会社の中での具体的な IT業務処理統制を理解する．

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケース ･スタディ及び事例研
究で実施した内容について，基準等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞　
　必要な文献は講義で示す．

第 7回：IT（情報技術）への対応／ Response to IT

・IT全般統制
・IT業務処理統制



内部統制の実務

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・全社的な内部統制の有効性の評価，業務プロセスの有効性の評価について理解する．
・ケース・スタディにより，全社的な内部統制，業務プロセスに不備がある場合の影響に
ついて理解する．

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケース ･スタディ及び事例研
究で実施した内容について，基準等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞　
　必要な文献は講義で示す．

第 8 回：全社的内部統制の有効性及び業務プロセスの有効性の評価 ／ Judgment of the 
Eff ectiveness of Company-Level Controls and Process-Level Controls

・業務プロセス
・リスクを低減する統制
・実在性
・網羅性
・評価の妥当性
・期間配分の適切性
・表示の妥当性
・統制上の要点
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・監査計画の策定，内部統制の監査の実施について理解する．
・経営者の内部統制評価範囲の妥当性をどのように判断するのかについて理解する．

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケース ･スタディ及び事例研
究で実施した内容について，基準等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞　
　必要な文献は講義で示す．

第 9 回：内部統制監査（計画の策定）／ Audit on Internal Control Over Financial 
Reporting

・内部統制の有効性
・内部統制評価範囲



内部統制の実務

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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・内部統制の有効性
・内部統制の開示すべき
重要な不備の是正
・財務報告に係る内部統
制の報告
・無限定適正意見
・限定付適正意見
・不適正意見
・監査範囲に関する限定
付適正意見
・意見不表明
・追記情報

第 10 回：内部統制監査（有効性の評価）／ Performance of the Internal Control Audit

・内部統制の有効性の評価，内部統制の開示すべき重要な不備，評価範囲の制約，評価手
続の記録及び保存，財務報告に係る内部統制の報告について理解する．
・ケース・スタディにより，開示すべき重要な不備が実際にどのようなものかについて理
解する．

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケース ･スタディ及び事例研
究で実施した内容について，基準等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞　
　必要な文献は講義で示す．
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講義の内容
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　前回までの講義内容について小レポートを実施する．

第 11 回：小レポート／Quiz and Report



内部統制の実務

講義の内容
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　企業の有価証券報告書等を使って事例研究を行う．

＜事例研究のポイント＞
　「全社的内部統制の評価（統制環境，リスクの評価と対応，ITへの対応）」

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケース・スタディ及び事例研究
で実施した内容について，基準等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞　
　必要な文献は講義で示す．

第 12 回：事例研究 （1）／ Case Study（1）
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講義の内容
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　企業の有価証券報告書等を使って事例研究を行う．

＜事例研究のポイント＞
　1. 全社的内部統制の有効性の評価
　2. 業務プロセスの有効性の評価

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケース・スタディ及び事例研究
で実施した内容について，基準等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞　
　必要な文献は講義で示す．

第 13 回：事例研究 （2）／ Case Study（2）



内部統制の実務

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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　財務報告に係る内部統制の監査そして財務諸表監査との関係について理解する．

1.財務諸表監査の監査人による内部統制監査の目的
2.内部統制監査と財務諸表監査の関係
3.内部統制監査の実施
4.監査人の報告
5. KAM（監査基準委員会報告書 701「独立監査人の監査報告書における監査上の主要な
検討事項の報告」）における内部統制

＜予習・復習＞
　予習は講義で参照する基準等について熟読する．復習は，ケース ･スタディ及び事例研
究で実施した内容について，基準等の該当部分を確認し理解する．

＜参考文献＞　
　必要な文献は講義で示す．

第 14 回：内部統制監査と財務諸表監査／ Integration of internal control audit with audit of 
fi nancial statements

・監査計画
・評価範囲の妥当性
・全般的な内部統制の評
  価
・業務プロセスに係る内
  部統制の評価
・内部統制の開示すべき
重要な不備等の報告と是
正
・監査証拠
・不正等
・監査役等との関係
・内部監査人との連携
・無限定適正意見
・限定付適正意見
・不適正意見
・監査範囲に関する限定
  付適正意見
・意見不表明
・追記情報
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講義の内容
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　理解度確認セッションを実施する．

第 15 回：理解度確認セッション（レポート）／ Examination（Report）



基礎

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 431

科目ナンバー

授業方法

　個々の消費者や生産者の行動を基礎とする「ミクロ経済学」について，その理論と応用を学ぶ
ことを通して，現実の経済で起きているさまざまな経済事象を論理的に考え，理解できる力を身
につけることを目的とします．
　内容的としては，ミクロ経済学の後半，応用部分ともいえる市場の分析以降を中心に講義しま
す．基礎部分とも言える前半の「消費の理論」や「生産の理論」については，必要に応じて適宜，
補足的な説明にとどめることとします．
　具体的には，以下の内容について学ぶことが目的です．
　1）消費・生産・市場理論の簡単な紹介
　2）不完全競争の理論あれこれ
　3）「市場の失敗」に見る現実の経済諸問題
　4）ゲーム理論，行動経済学など，最新の経済学の動向
The purpose of this course is to learn about the microeconomics, its basic theory and some of its 
applications.  The latter part of ordinal textbooks on microeconomics is the major concern of this course, 
where many economic problems in reality are discussed from the view point of theoretical economics.  The 
techniques in the former part of textbooks on microeconomics will be lectured if necessary.
     What follows are examples of the subjects we will study:
1) Consumption, Production and Markets
2) Imperfect Competition
3) Market Failure and Economic Problems in reality
4) Game Theory, Behavior Economics and some New Topics

　望ましい水準としては，入門レベルの経済学に関する基礎知識をもっていること，ある
いは授業と並行して学ぶ意欲を持っていること．

・授業はミクロ経済学の標準的テキストで取り上げられている内容を中心に進めます．た
だし，テキストをそのまま説明するのではなく，個々のテーマの理解を深めるよう適宜
アレンジし，またテキストの行間を埋めるような補足説明を行います．
・授業での説明は，主にパワーポイントを使って説明する予定です．また，随時，演習問
題（授業内・外）に取り組むことで，理解を深めてもらいたいと考えています．
・授業の理解を深めるため，ERE（経済学検定試験）レベルの問題や様々な試験に登場す
る問題を随時，出題します．実際に解いてみることで，理解が進むだけでなく，自信に
繋がると思います．

テキスト：授業は主に以下の書籍に沿って，進めることにします．なお，授業に進行に必要な資料は配布します．
参考文献： 神取道宏『ミクロ経済学の力［初版］ 』日本評論社，2014年（ISBN-13： 978-4535557567）．
　　　　　多和田眞『コアテキスト ミクロ経済学［初版］』新世社 ，2005年（ISBN-13 ： 978-4883840953）．
　　　　　林 貴志『ミクロ経済学［増補版］ 』ミネルヴァ書房，2013年（ISBN-13： 978-4623067435）．
　　　　　奥野正寛『ミクロ経済学』東京大学出版会，2008年（ISBN-13： 978-4130421270）．　　　　　

　前期　木曜 3限　ミクロ経済学・佐藤寿博／Micro Economics・Toshihiro Sato

・ 平常点（30%），期末の理
解度確認セッション（筆
記，遠隔，70%）の結果
で評価する．
・AA(90点以上 )，　　
  A(80点以上 90点未満 )，

B(70点以上 80点未満 )，
C(60点以上 70点未満 )，
D(60点未満：不合格 )
・  なお，理解度確認セッ
ションは，主として選択
式問題，穴埋め問題を主
な内容とします．EREを
はじめとする各種試験の
イメージで取り組んでみ
てください．

　講義の前（お昼の時間帯），
あるいは終了後に質問などを
受け付けます．

　連絡先・連絡方法は，講
義開始時に提示します．

＜予習＞
・ 次回のテーマを予告しますので，テキスト・参考文献をあらかじめ読んでいることを前
提に講義します．授業内での質問も受け付けますので，予習段階での疑問点などを明確
にし，問題意識を持って講義にのぞんでください．
＜復習＞
・配付資料をもとに，ノートを作ってみることを薦めます．なお，授業内で紹介した演習
問題に加え，復習用の演習問題も適宜，出題します．

　EAC-ECO501

　対面
（一部，オンライン（オン
デマンド））
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講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ミクロ経済学

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 433

講義の予定
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講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



基礎

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について
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科目ナンバー

授業方法
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講義の内容
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経営管理

講義の内容
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講義の内容
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経営管理

講義の内容
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講義の内容
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経営管理

講義の内容
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



経営管理

講義の内容
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講義の内容
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経営管理

講義の内容
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講義の内容
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経営管理

講義の内容
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



経営管理

講義の内容
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講義の内容
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展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について
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科目ナンバー

授業方法
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講義の予定／ Class Plan
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基礎

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 453

科目ナンバー

授業方法
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講義の内容
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コーポレートファイナンス１

学ぶべき用語

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 455

・キャッシュフロー

・利子率

・将来価値

・現在価値

・複利



学ぶべき用語

456

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

・NPV（正味現在価値）

・割引率

・永久債

・年金

・資本コスト



コーポレートファイナンス１

学ぶべき用語

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 457

・NPV 法

・内部収益率

・回収期間法

・収益性指数法

・相互排他的投資



学ぶべき用語

458

講義の内容
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・クーポン債（利付債）

・ゼロクーポン債（割引債）

・最終利回り

・イールドカーブ

・裁定取引



コーポレートファイナンス１

学ぶべき用語

講義の内容
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・フォワードレート

・金利の期間構造

・期待仮説

・流動性選好仮説



学ぶべき用語

460

講義の内容
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・配当利回り

・キャピタルゲイン

・配当割引モデル



コーポレートファイナンス１

学ぶべき用語

講義の内容
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・期待収益率

・標準偏差

・共分散

・相関係数



学ぶべき用語

462

講義の内容
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・ポートフォリオの期待収

益率とリスク

・リスク分散化効果

・効率的フロンティア



コーポレートファイナンス１

学ぶべき用語

講義の内容
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・安全資産

・資産選択の分離定理

・資本資産評価モデル

（CAPM）

・市場ポートフォリオ

・資本市場線

・証券市場線

・ベータ値



学ぶべき用語

464

講義の内容
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・株式の資本コスト

・負債の資本コスト

・プロジェクトの資本コス

ト

・市場リスクプレミアム



コーポレートファイナンス１

学ぶべき用語

講義の内容
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・効率的市場仮説

・ウィークフオーム

・セミストロングフォーム

・ストロングフォーム



学ぶべき用語
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

・モジリアニ・ミラーの命

題 I

・モジリアニ・ミラーの命

題 II

・レバレッジ効果

・加重平均資本コスト

（WACC）

・節税効果



コーポレートファイナンス１

学ぶべき用語

講義の内容
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・配当

・自社株買い

・配当無関連命題
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講義の内容
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展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について
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科目ナンバー

授業方法
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講義の内容
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コーポレートファイナンス２

学ぶべき用語

講義の内容
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・財務破綻の危機費用

・トレードオフ理論



学ぶべき用語
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講義の内容
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・エージェンシーコスト

・資産代替問題

・過少投資問題



コーポレートファイナンス２

学ぶべき用語

講義の内容
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・所有と経営の分離

・経営者の規律付け

・経営者のエントレンチメ

ント



学ぶべき用語
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講義の内容
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・情報の非対称性

・ペッキングオーダー仮説



コーポレートファイナンス２

学ぶべき用語

講義の内容
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・金融派生証券

・先渡契約

・為替リスク



学ぶべき用語
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講義の内容
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・先物契約

・値洗い



コーポレートファイナンス２

学ぶべき用語

講義の内容
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・金利リスク

・債券のデュレーション



学ぶべき用語
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講義の内容
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・コールオプション

・プットオプション

・プット・コール・パリティ



コーポレートファイナンス２

学ぶべき用語

講義の内容
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・二項オプション評価モデ

ル

・複製ポートフォリオ

・リスク中立確率



学ぶべき用語
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講義の内容
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・ブラック・ショールズの

公式

・通貨オプション

・リスクヘッジ



コーポレートファイナンス２

学ぶべき用語

講義の内容
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・投資機会

・延期オプション



学ぶべき用語
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講義の内容
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・成⾧オプション

・撤退オプション



コーポレートファイナンス２

学ぶべき用語

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 483

・合併と買収

・シナジー効果

・株式公開買い付け
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講義の内容
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実践 ･ 応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について
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科目ナンバー

授業方法
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講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



基礎

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について
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科目ナンバー

授業方法

講義の目的／ Course Objective

　企業情報システム・工藤周平／ Enterprise Information System・ Shuhei Kudo 　後期　金曜 2限

・課題レポート（70％），講
義への貢献度（30％）で評
価する．
・AA(90点以上 )，
  A(80 点以上 90 点 未 満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　講義終了後に対応する．

　s_kudo@isenshu-u.ac.jp

・受講者は講義に出席する際
には必ず，教科書の指定箇
所や指定論文を事前に読解
し，要旨と各自のコメント
をまとめて「課題レポート」
として毎回提出することを
課す．なお，「課題レポート」
の書式および記載内容につ
いては本講義第 1回（初回）
に説明する．

　教員による一方的な講義ではなく，受講者との討論を交えた双方向形式で進めるので，
講義への積極的な参画を期待する．

　特に必要なし．

・テキスト：宮川公男・上田泰（編著）『経営情報システム［第 4版］』中央経済社，2014年
　　　　  （ISBN-13： 978-4502091704）．
・参考文献：講義中に適宜，紹介する．世界的に評価の高いビジネス誌である『ハーバード・
　　　　 ビジネス・レビュー（HBR：Harvard Business Review）』誌に掲載された論文（英
　　　　  語論文）を中心に，企業情報システムに関する著名な論文を講義資料として用いる．

　戦略経営論における企業情報システムの沿革，現状および将来の方向について学習する．
企業経営の視点から，企業情報システムの戦略的価値を正しく理解できる能力を養成する
ことを目的とする．具体的な学習の到達目標は以下のようである．
・企業経営における情報システムの役割とその重要性を理解する．
・企業情報システムから競争優位を獲得するための方法を理解する．
・最新の企業情報システムの現状と課題を把握する．
・企業情報システムの将来を展望する．
  The main objective of this course is to improve the ability to understand strategic value of 
enterprise information system correctly in terms of strategic management. The students in this 
course will understand the history of enterprise information system, the relationship between 
strategic management and the latest ICT, and its future prospects.
  The key objectives of this course are as follows:
(1) Understand the role and the importance of enterprise information system
(2) Develop the understanding of the way to gain competitive advantage based on enterprise 
information system
(3) Increase the knowledge about the current status and critical issues of the latest enterprise 
information system
(4) Consider the future prospects of enterprise information system

＜予習＞
・予習の成果として，毎回，要旨と各自のコメントをまとめたレポートを提出することを
課す．予習内容等については各講義終了直前に指示する．
＜復習＞
・課題レポートを作成することで代える．課題（テーマ）等はその都度，指示する．

　EAC-ECM501

　原則として「対面」で実施
するが，Covid-19感染拡大防
止のため，状況によりオンラ
イン（リアルタイム）で行う．
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講義の内容
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1. 本講義初回は講義概要をはじめ，本シラバスに記載した内容を説明する．
　次回以降の講義で取り上げる個別内容は以下のようであり，簡単な解説を行う．
　・企業活動と情報システム
　・企業情報システム発展史
　・戦略的情報システム（SIS）事例
　・競争戦略と情報システム
　・ビジネスプロセスと情報システム
　・サプライチェーンマネジメント
　・統合基幹業務システム ERP
　・情報システム投資の効果
　・情報システムと競争優位
　・事業と ICTの整合
　・クラウド・コンピューティング
　・企業経営と AI
　・企業経営と IoT
2. 本講義で使用する各種資料の概要および入手方法を説明する．
3. 「課題レポート」の書式，記載内容，提出方法について説明する．

＜宿題＞
　テキスト第 1章・第 2章の課題レポート作成

第 1回：オリエンテーション／Orientation



企業情報システム

講義の内容
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　次の項目について解説する．
・情報化社会における企業経営
・日本の情報化の現状
・企業の意思決定と情報
・企業の構造・活動と情報システム
・全社的な情報システム

＜宿題＞
　テキスト第 11章の課題レポート作成

第 2回：企業活動と情報システム／ Business System and Information System
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講義の内容
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　次の項目について解説する．
 ・これまでの情報通信技術（ICT：Information and Communication Technology）進歩の歴史
 ・企業情報システムの発展経緯
 ・企業情報システムの最新動向

＜宿題＞
　なし

第 3回：企業情報システム発展史／ The History of Enterprise Information System



企業情報システム

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容
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　戦略的情報システムの代表的事例であるアメリカン航空のコンピュータ座席予約システ
ム・セイバー（Sabre）について，その主要な役割・歴史的意義を解説する．

＜宿題＞
　次の論文の要旨と各自のコメントをまとめる
Michael E. Porter and Victor E. Millar, “How Information Gives You Competitive Advantage”
Harvard Business Review , July-August 1985, pp.149-160.

第 4回：戦略的情報システム（SIS）事例／ Case Studies of Strategic Information System

・セイバー・システム開
発経緯
・セイバー・システムの
威力（戦略的価値）
・セイバー・システムの
ライフサイクル（誕生・
発展・成熟・衰退）
・セイバー・システムの
現在



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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　次の論文を解説する．
Michael E. Porter and Victor E. Millar, “How Information Gives You Competitive Advantage”
Harvard Business Review , July-August 1985, pp.149-160.

＜宿題＞
・テキスト第 8章の課題レポート作成
・次の論文の要旨と各自のコメントをまとめる
Michael Hammer, “Reengineering Work: Don’t Automate, Obliterate”
Harvard Business Review , July-August 1990, pp.104-112.

第 5回：競争戦略と情報システム／ Competitive Strategy and Information System

・産業（業界）構造分析
・価値連鎖分析
・3つの基本戦略
・ICTの戦略性



企業情報システム

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容
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第 6回：ビジネスプロセスと情報システム／ Business Process and Information System

　次の論文を解説する．
Michael Hammer, “Reengineering Work: Don’t Automate, Obliterate”
Harvard Business Review , July-August 1990, pp.104-112.

＜宿題＞
　テキスト第 6章の課題レポート作成

・業務プロセスの抜本的
見直し
・合理化と省力化・自動
化
・ICTの利活用によるプロ
セス・イノベーション



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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第 7回：サプライチェーンマネジメント（SCM）／ Supply Chain Management

　次の項目について解説する．
 ・SCMと TOC
 ・SCM戦略と生産・流通システムの類型化
 ・SCMを困難にする諸問題

＜宿題＞
　次の論文の要旨と各自のコメントをまとめる
Thomas H. Davenport, “Putting the Enterprise into the Enterprise System”
Harvard Business Review , July-August 1998, pp.121-131.

・生産システムの発展
・TOC

・ブルウィップ効果



企業情報システム

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容
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　次の論文を解説する．
Thomas H. Davenport, “Putting the Enterprise into the Enterprise System”
Harvard Business Review , July-August 1998, pp.121-131.

＜宿題＞
 ・テキスト第 7章の課題レポート作成
 ・次の論文の要旨と各自のコメントをまとめる
Diana Farrell, “The Real New Economy”
Harvard Business Review , October 2003, pp.104-112.

第 8回：統合基幹業務システム（ERP）／ Enterprise Resource Planning

・ベスト・プラクティス
（Best Practice）
・ERP導入
 （ERP Implementation）
・ERPアプリケーション・
パッケージ



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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1. 次の項目について解説する．
　・伝統的な ICT投資評価法
　・伝統的評価法の限界
　・ポートフォリオとしての評価
2. 次の論文を解説する．
Diana Farrell, “The Real New Economy”
Harvard Business Review , October 2003, pp.104-112.

＜宿題＞
　次の論文の要旨と各自のコメントをまとめる
Andrew McAfee and Erik Brynjolfsson
“Investing in the IT That Makes a Competitive Diff erence”
Harvard Business Review , July-August 2008, pp.98-107.

第 9回：情報システム投資の効果／ Eff ectiveness of ICT Investment

・ニュー・エコノミー
・ICT生産性パラドックス
・イノベーション



企業情報システム

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容
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　次の論文を解説する．
Andrew McAfee and Erik Brynjolfsson
“Investing in the IT That Makes a Competitive Diff erence”
Harvard Business Review , July-August 2008, pp.98-107.

＜宿題＞
　次の論文の要旨と各自のコメントをまとめる
John C. Henderson and N. Venkatraman
“Strategic Alignment: Leveraging Information Technology for Transforming Organizations”
IBM Systems Journal , Vol.32, No.1, 1993, pp.4-16.

第 10 回：情報システムと競争優位／ Information System and Competitive Advantage

・競争優位と ICT投資の
因果関係
・ICTの 3タイプ
・業務改革とエンタープ
ライズ IT



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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　次の論文を解説する．
John C. Henderson and N. Venkatraman
“Strategic Alignment: Leveraging Information Technology for Transforming Organizations”
IBM Systems Journal , Vol.32, No.1, 1993, pp.4-16.

＜宿題＞
　テキスト第 4章・第 15章の課題レポート作成

第 11 回：事業と ICT の整合／ Business-ICT Alignment

・整合の概念
・整合プロセス
・整合評価システム



企業情報システム

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容
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　次の項目について解説する．
 ・クラウド・コンピューティングの概念
 ・クラウド・コンピューティングのサービス
 ・クラウド・コンピューティング時代の情報システムの運営と管理

＜宿題＞
　次の論文の要旨と各自のコメントをまとめる．
H. James Wilson and Paul R. Daugherty
“Collaborative Intelligence: Humans and AI Are Joining Forces”
Harvard Business Review , July-August 2018.

第 12 回：クラウド・コンピューティング／ Cloud Computing

・Webシステム
・クラウド・コンピュー
ティング時代の企業情報
システム



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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　次の論文を解説する．
H. James Wilson and Paul R. Daugherty
“Collaborative Intelligence: Humans and AI Are Joining Forces”
Harvard Business Review , July-August 2018.

＜宿題＞
　次の論文の要旨と各自のコメントをまとめる
Michael E. Porter and James E. Heppelmann
“How Smart, Connected Products Are Transforming Companies”
Harvard Business Review , October 2015.

第 13 回： 企業経営と人工知能（AI）／ Business Management and AI

・AIの仕組み
・ビジネスへの AIの応用



企業情報システム

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容
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　次の論文を解説する．
Michael E. Porter and James E. Heppelmann
“How Smart, Connected Products Are Transforming Companies”
Harvard Business Review , October 2015.

＜宿題＞
　最終レポートを完成させ，次回最終講義時に提出する．

第 14 回：企業経営と IoT（Internet of Things）／ Business Management and IoT

・IoTの仕組み
・ビジネスへの IoTの応用
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講義の内容
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　以下の事項に関する総括を行う．
 ・企業経営における情報通信技術（ICT）の役割とその重要性
 ・ICTの進歩に伴う企業情報システムの発展経緯及び歴史的意義
 ・最新の企業情報システムの現状及び課題
 ・企業情報システムの将来

次の論文を題材にして，企業情報システムの戦略的価値について討論する．
Nicholas G. Carr
“IT Doesn’t Matter”
Harvard Business Review , May 2003, pp.41-49.

第 15 回：まとめ／ Review



基礎

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献
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科目ナンバー

授業方法

　情報システム設計・樋地正浩／ Information System Design・Masahiro Hiji 　後期　火曜 3限

　組織活動に関わるさまざまな情報は，情報システムで管理，処理され，組織活動の中で
利用されており，組織活動を支える上で不可欠な存在になっている．本講義では，最初に
情報技術の基本的用語や概念と情報システム産業の特徴を学び，組織活動の中で重要な位
置を占める情報システムを学習するために必要な基礎能力を身につける．そして組織活動
と情報システムの関係や情報システムを構築する意義を理解する．ついで，情報システム
を構築するための全体的な工程の流れと各工程の中で用いられる手法，各工程で作成され
る設計書や仕様書といった文書の必要性と記述されるべき内容を学習する．これにより，
組織が構築，利用している情報システムの妥当性を評価する能力を習得する．
Information systems are indispensable for supporting organizational activities because 
information related to organizational activities is managed and processed on information systems. 
The lecture will lecture on the basic knowledge of information technology, the relationship 
between organizational activities and information systems, overall process flow for developing 
an information system, the documents to be created in each process and the contents of these 
documents, and project management. In addition, the lecture will explain the characteristics of 
the information industory. By this lectuire, students are expected to acquire the basic skills to 
understand information systems and the ability to evaluate the validity of information system 
developed in the organization.

　配布する講義資料に基づき，情報システムの構築に関する以下の基本的な用語や概念，情
報システムの構築過程，関連知識を講義する．
・講義の理解に必要な情報技術（IT）の用語と概念，情報システム産業の特徴といった基礎
知識
・ 情報システムの変遷と情報システムの構築に影響を与える要因
・情報システムの構築にかかわる契約とプロジェクト管理手法
・組織活動において情報システムを構築する意義と投資対効果による構築の是非の判断方法
・情報システムの基本的な構築過程（システム化計画，要件定義，方式設計，詳細設計，プ
ログラミング，テスト，運用と保守）の各工程の作業内容，その中で作成される文書の種
類と必要性

　特にない．

・ 理解度確認セッション 1
（50%），理解度確認セッ
ション 2（50%）で評価す
る．
・AA(90 点 以 上 )，　　　

A(80点以上 90点未満 )，
B(70点以上 80点未満 )，
C(60点以上 70点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　火曜日
　14:40-16:10

　hiji@tohoku.ac.jp

・講義，オフィスアワー以
外の時間で生じた疑問や
質問は電子メールで随時，
受け付ける．
・ 一方的な講義に終始する
のではなく，講義の中で
簡単な演習も行うため，
積極的な参加意識をもっ
て受講することが望まし
い．

　講義資料は配布する．講義資料以外の参考文献は以下の通り．それ以外の参考文献は必要
に応じて講義の中で紹介する．
・高橋京介『いちばんやさしい ITパスポート 絶対合格の教科書＋出る順問題集 令和 4年度』

SBクリエイティブ（ISBN: 9784815613730）．
・独立行政法人 情報処理推進機構 ソフトウェア・エンジニアリング・センター『経営者が
参画する要求品質の確保［第 2版］』オーム社，2006年 5月（ISBN:4-274-50076-4）．

・講義の最後に次回の学習内容を述べるので，それに従い講義資料を事前に熟読し，その
中で不明点があればその不明点を明確にしておくこと．
・講義の中で簡単な問題，課題を示すので，復習の中でそれらの問題，課題の回答を各自
考えること．
・情報システムに関する知識が少ない受講生は，講義内容をもう一度，自分なりに説明し
てみることで理解を深めること．

　EAC-ECM502

　オンライン（リアルタイム）
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講義の目的：
　講義の全体概要と情報システム設計を学ぶ必要性，情報システムを構築していく全体の
流れを理解する．
　学習の対象である情報システムとは何か，情報システムや情報システム構築の特徴は何
か，を理解する．

講義の概要：
　まず，情報システムの基本的概念と情報システムの持つ特徴を講義し，これからの講義
の対象に対する理解を深める．次に，情報システム設計を学ぶ必要性と意義について説明
する．そして，組織において情報システムを構築する過程はどのようになっているか，と
いう情報システム構築の基本的な設計の流れを概説する．これらを通して，情報システム
を構築する妥当性を評価する能力と，経営分析や監査の中で情報システムにどのようにか
かわり，利用していくべきかを考えることができる能力を身に付けていく重要性を理解す
る．これらの設計工程の概要は，以後の講義を理解する基礎となる事項である．最後に，
講義の進め方，成績評価について説明する．

＜宿題＞
　講義内容に関する設問を講義の中で提示する．

第 1回：オリエンテーション／Orientation

・情報システム
・情報システム構築過程
・無形物
・取引形態



情報システム設計

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 505

講義の目的：
　講義を進めていく上で必要な以下の情報技術に関連した用語や概念を学習する．これに
より，本講義だけでなく，書籍や資料を読解する中で出てくる情報技術に関連した用語や
概念を理解した上でこれらの書籍や資料を正確に理解できる能力を身につける．

講義の概要：
　講義を理解する上で必要となる以下の情報技術の概念，用語を講義する．情報技術は，
技術進歩が早く，さまざまな概念や用語があり整然とした理解が難しいが，それらを整理
して二回にわけて解説する．

1.情報技術を理解する上で必要な基礎知識として，データ，情報，知識，という最も
基本的な概念を解説する．

2.情報システム設計を学ぶうえで必要な情報システム，ソフトウェア，ハードウェア，
ネットワーク，ファイルとデータベース，セキュリティといった情報技術の基本概念
を説明し，その意味を正しく理解する．

3.情報システムの中核であるソフトウェアには，基本ソフトウェア，応用ソフトウェア，
ミドルウェアといったさまざまな種類があること，これらのソフトウェアがどのよう
な処理を行い，具体的にどのようなソフトウェアが該当するのかを解説する．さらに，
ライセンス形態はプロプライエタリソフトウェアとオープンソースソフトウェアの二
種類があることを説明する．

4. ソフトウェアとプログラム言語，プログラム，コンパイラ，インタプリタの関係を 
説明する．

5. 永続的にデータを管理するために用いられるファイルとデータベースの特徴につい
て講義する．データベースは，データを構造化して管理することにより，複数の情報
システムの間のデータの共有と検索や更新の効率化をはかったものであり，現在の情
報システムのデータを管理する上で不可欠であることを説明する．

6. ハードウェアは，パーソナルコンピュータ（PC）だけでなくサーバコンピュータや
シンクライアントがあり，それ以外にストレージが含まれることを講義する．

＜宿題＞
　講義内容に関する設問を講義の中で提示する．

第 2回：情報技術の基礎 -I- ／ Foundation of Information Technology -I-

・データ
・情報
・ソフトウェア
・ハードウェア
・ネットワーク
・データベース
・RDBMS
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講義の目的：
　講義を進めていく上で必要な以下の情報技術に関連した用語や概念を学習する．これに
より，本講義だけでなく，書籍や資料を読解する中で出てくる情報技術に関連した用語や
概念を理解した上でこれらの書籍や資料を正確に理解できる能力を身につける． 

講義の概要：
　講義を理解する上で必要となる情報技術の概念，用語を講義する．情報技術は，技術進
歩が早く，さまざまな概念や用語があり整然とした理解が難しいが，それらを整理して二
回にわけて解説する．
　1.オンライン処理やバッチ処理，トランザクション処理といった情報システムにおける
データの処理形態とその特徴を説明する．

　2. ネットワークと LAN（Local Area Network），WAN（Wide Area Network），インターネッ
トの関係を解説する．

　3.ネットワークには，有線ネットワークと無線ネットワークがあること，ネットワーク
を理解する上で重要な通信プロトコルや帯域というネットワークの基本的概念を説明
する．さらに，通信プロトコルは，機能別の階層にすることで，各層の機能を変更し
ても他の層には影響を与えない利点があることを説明する．

　4.情報セキュリティは，情報システムを脅威から守る仕組みであり，安全安心な情報シ
ステムの利用とデータの正当性の確保に不可欠であることを講義する．

　5. 情報セキュリティの三要素である機密性，完全性，可用性とその実現手段である認証，
アクセス制御，暗号化の内容と特徴を説明する．

　6. 情報システムの構成形態には，スタンドアロン，集中処理，クライアント－サーバ，
Webアプリケーション，があることを知り，それぞれがどのような特徴を持つかを説
明する．さらに，最近では，ホスティングやハウジング，クラウド・コンピューティ
ングといった新しい構成形態が出現してきていることとその特徴や利点を説明する．

＜宿題＞
　講義内容に関する設問を講義の中で提示する．

第 3回：情報技術の基礎 -II- ／ Foundation of Information Technology -II-

・ネットワーク
・帯域
・通信プロトコル
・情報セキュリティ
・情報システム形態
・クライアントサーバ
・クラウドコンピューティ
ング
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講義の目的：
　多種多様な企業からなる情報システム産業の特徴を知る．これにより，情報システムの
構築プロセスだけでなく，情報システム産業の構造が情報システムの構築にどのような影
響を与えているかの認識を深め，情報システムを深く理解できる基礎力を身につける．

講義の概要：
　講義を理解する上で必要となる情報技術の概念，用語に加え，情報システム産業自身の
特徴を講義する．

1.情報システムの構築には，情報システムの構築を行う組織の利用者や情報システム
部門と情報システムの構築を請け負う情報システム開発企業のシステムエンジニアや
プログラマだけではなく，コンサルタントやプロジェクト管理者，さらには情報シス
テムの構築を行う組織の経営者や導入責任者まで多種多様な人々がかかわることを説
明する．

2. 情報システムの投資傾向の現状を解説し，現実の情報システムを取り巻く環境への
理解を深める．

3. 情報システム産業の売上高や規模，従業員数，事業所数，顧客の動向について解説し，
情報システム産業への理解を深める．

4. 情報システム産業の現状と特徴を解説する．情報システム産業は，ハードウェアや
ネットワーク，パッケージソフトウェアを提供する企業やソフトウェア開発を受託す
る企業，これらを顧客の要求にあわせて統合する企業から構成されていること，下請
構造が存在すること，下請構造が存在する理由を学ぶ．

5. 情報システム会社の専門家としての責務が重視されるようになってきている現状を
知る．

6. 情報システム会社の事業の特徴を事業構造や費用構造の側面から解説する．特に，情
報システムの構築を受託する企業とパッケージソフトウェアの開発・販売をする企業
の収益構造の特徴の違いを説明する．

＜宿題＞
　講義内容に関する設問を講義の中で提示する．

第 4回：情報産業とその特徴／ Information Industry and its Characteristic

・情報システム産業の産
業構造
・事業構造
・費用構造
・下請構造
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講義の目的：
　情報システム構築の変遷を通して，情報システムを構築する目的がデータ処理の効率化
から競争優位，企業間の連携，企業と顧客の間の関係強化に拡大していることを学ぶ．そ
の背景には，技術の進歩だけではなく，社会環境の変化が関係していることを知り，情報
システムを構築する意義を説明できる能力を身につける．

講義の概要：
1. 企業における情報システムの変遷を通して，情報システムを構築する目的，情報シ
ステムの位置付け，期待する効果，がどのように変化してきたのか，現在の情報シス
テムには何が求められてきているのか，を解説する．

2. 情報システムは，データ処理から経営情報管理，オフィスの効率化，戦略情報シス
テム，ERP（Enterprise Resource Planning），SCM（Supply Chain Management）と変化し
てきていることを解説する．さらに，それぞれの情報システムが導入された背景や目
的，そこで用いられている情報技術の特徴，情報技術や社会環境が与える影響，具体
的な情報システムの例を説明する．

3. 情報システムの導入では，それに伴い業務の流れを見直す BPR（Business Process 
Reengineering）が重要であることを説明する．

4. 最近では，データを戦略的に活用するための CRM（Customer Relationship 
Management）や BI（Business Intelligence），情報共有やコミュニケーションのための
電子メールや SNS（Social Network Service），ブログといった新しい情報システムが構
築，利用されてきていることを解説する．

5. 情報システムの意義は，業務の自動化・効率化，業務プロセスの標準化など，さま
ざまであるが，いずれも組織目標を達成するための手段であることを説明する．

＜宿題＞
　講義内容に関する設問を講義の中で提示する．

第 5回：企業活動と情報システム／ Business Activity and Information system

・データ処理
・経営情報システム
・EUC

・戦略的情報システム
・ERP

・BPR

・SCM
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第 6 回：情報システムの導入形態と開発プロセス／ Development Process of 
Information System

講義の目的：
　情報システムは，自組織に情報システムを導入することが一般的であるが，それ以外に
業務そのものを外部に委託するアウトソーシングやシェアードサービスがあることを知
る．さらに，情報システム導入時にソフトウェアの開発をともなう際のソフトウェア開発
プロセスには，さまざまな開発プロセスがある．それらの開発プロセスの種類とその利点，
欠点を知る．それを通して，情報システムの導入が適切に行われていたかを判断できる能
力を身につける．

講義の概要：
　本講義では，情報システムの導入手法について，下記の内容を解説する．実際の情報シ
ステムの導入では，期間や費用などを考慮し，情報システムの導入が進められることを学
ぶ．

1.情報システムを導入するためには，ハードウェア，ネットワーク，ソフトウェアの
構成を決める必要がある．その中でソフトウェアの構成の決め方は，いくつかの観点
から分類できることを説明する．具体的には，導入方法による分類，開発の進め方に
よる分類，である．

2.導入方法は，情報システムを個別開発するか，パッケージソフトウェアを購入して
くるか，パッケージソフトウェアの購入と個別開発（カスタマイズ）を組み合わせるか，
に分類できることを説明し，それぞれの概要，利点と欠点，それを採用した時の注意
点について解説する．

3.開発の進め方による分類は，情報システムの開発をいくつかの工程に分け，各工程
をどのように進めていくかという観点による分類であり，ウォーターフォールモデル，
並行開発モデル，スパイラルモデル等があることを解説し，それぞれの開発モデルの
概要，利点と欠点，利用上の留意点を解説する．

4.開発を進める方法として，プロトタイピング手法があることを説明し，その概要，利
点と欠点を解説する．

5.情報システムを導入するのではなく，自組織の業務（情報システムを含む）の一部，
もしくは全部を外部に委託するアウトソーシングやシェアードサービスの特徴とその
留意点を説明する．

＜宿題＞
　講義内容に関する設問を講義の中で提示する．

・パッケージソフトウェ
ア
・個別開発
・アドオンとカスタマイ
ズ
・プロトタイピング
・アウトソーシング
・シェアードサービス
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第 7回：情報システム構築の契約／ Contract related to Information System 
Development

・請負契約
・準委任契約
・派遣契約
・秘密保持
・著作権
・産業財産権

講義の目的：
　情報システムの開発で発生する外部企業とのさまざまな契約の形態と契約の流れを学習
し，契約の流れや契約書の内容から問題点を発見する能力を身につける．

講義の概要：
　情報システムの構築は，自社だけでなく，システム開発先の企業やコンサルティング会
社等，外部の企業と一緒に進められることが一般的である．そのため，そこではさまざま
な契約が交わされる．これらの契約について以下の内容を解説する．

1.情報システムの開発における契約の種類には，請負，準委任，派遣があることを説明し，
それぞれの契約の概要を説明する．さらに，システム開発の工程ごとに適した契約形
態があることを説明する．これらを通して，情報システムの開発の進め方や外部に委
託する作業に応じて適切な契約が行われているかを確認できる能力を身に付ける．

2.契約が必要となる代表的な状況を通して，それぞれの契約文書においてどのような
交渉が行われているか，交渉において何に留意しなければならないか，を説明し，契
約文書の内容が適切であるかを判断できる能力を身につける．

3.情報システム開発の中で作成される設計書や仕様書，プログラムは著作物であり，著
作権により保護されることを解説する．

4.情報システム開発の契約では，特に，機密保持，産業財産権，著作権，瑕疵担保責任，
に関する項目が重要であることを解説する．

5.情報システムの開発において紛争を事前に回避する方法や万が一紛争が生じた場合
の解決方法の概要について説明する．

6. 情報システムにおいてもリース契約が行なわれること，リースにおける留意点を解
説する．

＜宿題＞
　講義内容に関する設問を講義の中で提示する．
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講義の内容
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第 8回：理解度確認セッション 1／ Examination 1

講義の目的：.
　前回まで学習してきた内容をどの程度理解し，身に付けているかを確認し，学習の達成
度を把握する．

講義の概要：
　・理解度確認セッションの方法：時間 90 分で，論述形式の筆答理解度確認セッション
　   を課す．
　・評価の方法：50 点満点で採点する．
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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第 9回：プロジェクト管理／ Project Management

・プロジェクト管理
・リスク管理

講義の目的：
　情報システムの構築はユーザ企業のプロジェクトとして進められ，そのプロジェクトの
中にシステム開発企業が参加して進められる．そのため，情報システムの構築を円滑に進
めるためには，プロジェクト管理が重要性になること，プロジェクトに潜むリスクを管理
することが重要性になることを理解する．そして，情報システム構築プロジェクトが適切
に行われ，構築が進められたかを確認できる能力を身につける． 

講義の概要：
　情報システムの構築はユーザ企業のプロジェクトとして進められ，そのプロジェクトの
中にシステム開発企業が参加して進められる．このようなプロジェクトを管理する方法に
ついて概説する．次にプロジェクトとして進められる情報システムの開発には，さまざま
なリスクが含まれており，情報システムの開発を計画通り進めていくためのリスク管理に
ついて概説する．

1.情報システム構築における不確定要因とその影響の講義を通してこれらの不確定要
因の中で情報システムの構築を成功させるためにプロジェクト管理が必要になること
を学ぶ．

2.情報システム構築を成功させるため，情報システム構築プロジェクトにおいては，納
期，費用，品質のそれぞれを管理していることを知る．

3.プロジェクト管理では，情報の共有，品質の保証，作業の記録・可視化，各工程の
入力と出力の明確化のためにさまざまな書類が作成される．それらの書類は，プロジェ
クトの運営・管理を円滑に行うために必要な管理用書類と情報システム構築の各工程
で作成され，ある工程の成果が記載され，次工程の入力になる開発用文書に分類でき
ることを学ぶ．

4.プロジェクト管理で作成，利用させる管理用書類にはどのような書類があり，それ
らの書類がどのように利用されるかを講義する．

5.リスク管理は，望まない結果を事前に発見し，制御し，それにより望むべき結果を
得ることであることと情報システム開発の失敗を回避するために重要であることを説
明する．

＜宿題＞
　講義内容に関する設問を講義の中で提示する．
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講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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第 10 回：情報化計画と投資対効果／ Planning and Return On Investment 
for Informatization

・情報化戦略
・情報化計画
・全体最適
・費用対効果

講義の目的：
　情報システムは，経営的な観点から自社の情報化を進めていく際の基本的な方向付けを
する「情報化戦略の立案」とそれを受けて具体的な情報システム化を実施する際の方針や
スケジュールを作成する「情報化計画」を経てどのような情報システムを構築するかが決
まることを学習する．さらに情報システム構築における投資対効果の求め方とそれに基づ
く情報システム構築の優先順位の決め方を学び，構築された情報システムの妥当性を判断
できる能力を身につける．

講義の概要：
　経営戦略や事業モデルの策定を踏まえて，経営的な観点から自社の情報化を進めていく
際の基本的な方向付けをする「情報化戦略の立案」とそれを受けて具体的な情報システム
化を実施する際の方針やスケジュールを作成する「情報化計画」について，以下の内容を
解説する．

1.情報化戦略では，急速に発展する情報技術の発展方向を的確に把握し，経営的な観
点から自社の情報化を進めていく際の基本的な方向付けを行う工程であることを解説
する．

2.情報化計画は，ハードウェアやネットワークを効率的に整備し，情報システムの標
準化を推進することで情報システム構築における全体最適を実現するために重要であ
ることを解説する．その中では，情報システムの構築時期，構築費用，成果目標（効果）
を設定し，既存の情報システムとの関係の整理が必要になることを説明する．

3.情報化戦略や情報化計画の現状を説明し，現在どのような方向に進んでいるかを講
義する．

4.情報システムの構築の可否や優先順位を決定するために費用対効果の試算が不可欠
であることを説明する．そして，費用対効果の一般的な評価方法，費用の見積り，効
果の種類について講義する．さらに，情報化投資の投資対効果を求めることは，一般
に極めて難しいが，その原因がどこにあるのかを解説する．

＜宿題＞
　講義内容に関する設問を講義の中で提示する．
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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第 11 回：要件定義と設計・開発 -I- ／ Requirement Defi nition, Design and 
Programming -I-

・要件定義
・方式設計
・提案書（RFP）

講義の目的：
　組織の要望や現状の問題から解決すべき課題を明確にし，情報システムに要求する事項
を明確にする要件定義で行う作業内容とその結果作成される要件定義書を用いて情報シス
テムの構築の委託先が決定されることを学習する．そして，情報システムの構築を受託し
た企業が，要件定義書に記載された要求事項を実現する方法を設計する方式設計で行う作
業内容を学習する．この要件定義と方式設計の作業内容を理解し，情報システムの構築が
適切に進められたことを判断できる能力を身に付ける．

講義の概要：
　情報システム構築の最初の段階である要件定義と方式設計について以下の内容を講義す
る．

1.要件定義は，情報システムを利用する組織が組織の要望や現状の問題から解決する
べき課題を明らかにし，それを解決するために情報システムに要求する事項を整理す
る工程であり，その結果を要件定義書として作成することを説明する．

2.要件定義書は，現在の業務の問題点とその解決策，達成すべき目標，解決策の中で
情報システムに要求するべきこと，情報システムが利用される状況が記載されること
を解説する．さらに，設置要件や体制，稼働時期，開発時の情報セキュリティ，必要
なマニュアルなどが付帯事項として示されることを説明する．

3.要件定義書を開示し，受注を目指す企業から提出された提案書を評価して情報シス
テム構築の委託先が決定されることを解説する．

4.方式設計では，要件定義書の要求事項を実現するために，ハードウェアやネットワー
クの機器と構成，ソフトウェアの構成とソフトウェアで実現する機能，想定される性
能や信頼性，情報セキュリティのレベル，開発スケジュールや費用，開発時や運用時
の体制といった事項を設計することを講義する．

5.ソフトウェアで実現する機能を設計する際には，発注側と共同で要求を分析し，あ
いまいさを排除し，必要な機能や業務手順を整理することでソフトウェアに要求する
範囲を明確化し，文書化することが必要になることを解説する．

＜宿題＞
　講義内容に関する設問を講義の中で提示する．
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講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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第 12 回：要件定義と設計・開発 -II- ／ Requirement Defi nition, Design and 
Programming -II-

・方式設計
・プロトタイピング
・詳細設計
・プログラミング
・開発支援ツール

講義の目的：
　情報システム構築の中でソフトウェアの設計・開発がどのように行われるのかを理解す
る．そして，要件定義から設計，開発までの全工程の作業内容とそこで作成される文書の
記載内容を理解し，情報システムの構築が適切に進められたことを判断できる能力を身に
付ける．

講義の概要：
・ソフトウェアの方式設計について以下の内容を学習する．

1.ソフトウェアに要求される範囲を実現するためのソフトウェア全体の実現方式を決
め，それを実現するためのパッケージソフトウェアの選定や開発する機能を明らかに
する工程であることを解説する．

2.要求事項がうまく整理できない時の対応策としては，プロトタイピングが有効であ
ることを説明し，さらにプロトタイピングを利用する際の留意点を解説する．

3.データ設計は，データベース管理システムにどのようにデータを格納するかを決め
る工程であることを解説する．

・詳細設計工程について以下の内容を学習する．
1.詳細設計は，方式設計で決めた各機能をソフトウェアとして実現するためにどのよ
うな処理単位（処理モジュール）にするかを決める工程であることを説明する．

2.詳細設計書を作成する上では，必要な内容だけを仕様書に記述する例が増えてきて
いる背景を理解し，プログラム中に記述されたコメントから詳細設計書の一部が自動
生成される利点を学ぶ．

・プログラミング工程について以下の内容を学習する．
1.プログラミング工程はデータの処理方法をプログラム言語を用いて作成する工程で
あり，そこではさまざまな開発支援ツールが利用されていることを説明する．

2.開発支援ツールの利用により，プログラム作成時間や不良の修正時間の短縮が進め
られていることを説明する．

＜宿題＞
　講義内容に関する設問を講義の中で提示する．
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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第 13 回：テスト工程／ Test Process

講義の目的：
　情報システム構築の最後になるテスト工程では何を行うか，どのように品質を見極めるか
を学習し，テストの重要性を認識する．それを通して情報システムの品質確認が適切に行わ
れていたかを判断できる能力を身につける．

講義の概要：
　情報システム構築の最後になるテスト工程について以下の内容を学習する．

1.ソフトウェアを対象にしたテストと文書を対象にしたレビューにより品質が確認され
ることを説明する．

2.テスト工程には，処理モジュール単位ごとの検査を実施する「単体テスト」，単体テス
トにより単独の動作が確認された処理モジュール同士を組み合わせた時の動作を確認す
る「組合せテスト」，システムを実際に利用する時と同じような条件で全体の機能を確
認する「システムテスト」があることを説明する．システムテストは正常に動作するか
を確認することに加え，システムに要求された性能を確認する実行性能テスト，システ
ムの限界を確認する負荷テスト，システムが長時間の動作に耐えられるかどうかを確認
するロードテストがあることを解説する．

3.テストは，何を確認するかを記載したテスト項目，テストの際に使用するテストデー
タを用いて行うこと，テスト項目もレビューの対象になることを解説する．単体テスト
や組合せテストのテストデータは，できるだけ小さい，わかりやすい，さまざまなテス
ト条件に使用できるデータを用いること，システムテストは実際に使用するデータに近
いデータを用いること，をその理由と合わせて説明する．

4.テストの実施中に発生した問題点は必ず問題点管理票を書いてまとめることを解説し，
問題点管理票に記入すべき内容は何かを説明する．

5.不良の分析を通して作成したプログラムや情報システムの品質をどのように測定し，
判断するのかを解説する．

6.発注側は，納品された情報システムに問題がないことを確認する受入テストにより納
品された情報システムの品質を確認し，問題がなければ検収が完了することを解説する．

＜宿題＞
　講義内容に関する設問を講義の中で提示する．

・単体テスト
・組合せテスト
・システムテスト
・受入テスト
・レビュー
・テスト項目
・品質分析



情報システム設計

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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第 14 回：運用と保守／Operation and Maintenance

講義の目的：
　運用や保守はどのような作業を行うことかを学習し，その重要性を理解する．特に情報
システムの構築は，情報システムが完成して終わるのではなく，その後の運用・保守まで
が含まれることを学び，構築した情報システムの利用状況を調査できる能力を身につける．

講義の概要：
　構築した情報システムを日々安心して利用していく上で必要な運用と保守について以下
の内容を講義し，情報システムを構築し，利用するためには，データの準備，運用，保守
が必要であることを理解する．さらに，情報システムの構築費用には，データを準備する
費用も含まれること，運用と保守の費用は継続的に必要であることを認識する．

1.情報システムを利用するためには，既存の情報システムからデータを移行したり，新
たな情報システムで利用するデータを整備したりする作業が必要であることを説明す
る．

2.運用設計では，常に安定して情報システムを利用し続けるための情報システムの維
持方法として，情報システムの対象外の事象への対応方法，運用基準，運用ルールの
明確化，情報システムの監視方法，障害発生時の対処方法，データのバックアップの
やり方やバックアップしたデータの管理方法，を決める必要があることを説明し，そ
れぞれの業務で何を行う必要があるのかを解説する．

3.保守には，ソフトウェアやハードウェア，ネットワークに不良があった場合の修正，
確認方法を定める「修正保守」，自社で不良は発生していないが，他で発生した不良
が修正されたソフトウェアの更新方法を決める「適応保守」があることを解説する．

4.保守作業で用いられる保守手順や障害対応手順が決められている．これらの手順は，
どのような内容であるかを解説する．

＜宿題＞
　講義内容に関する設問を講義の中で提示する．

・データ準備
・運用設計
・修正保守
・適応保守
・データバックアップ
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講義の内容
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講義の目的：
　本講義全体を通して学習してきた内容をどの程度理解し，身に付けているかを確認し，
学習の達成度を把握する．特に講義の後半で学習した内容をどの程度理解しているかを確
認する．

講義の概要：
　・理解度確認セッションの方法：時間 90 分で，論述形式の筆答理解度確認セッション 
　   を課す．
　・評価の方法：50 点満点で採点する．

第 15 回：理解度確認セッション 2／ Examination 2



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について
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科目ナンバー

授業方法
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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戦略情報システム導入

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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戦略情報システム導入

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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戦略情報システム導入

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



戦略情報システム導入

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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戦略情報システム導入

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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戦略情報システム導入

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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戦略情報システム導入

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について
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科目ナンバー

授業方法
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講義の内容
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事例研究（情報システム設計）

講義の内容
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講義の内容
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事例研究（情報システム設計）

講義の内容
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講義の内容
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事例研究（情報システム設計）

講義の内容
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講義の内容
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事例研究（情報システム設計）

講義の内容
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講義の内容
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事例研究（情報システム設計）

講義の内容
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講義の内容
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事例研究（情報システム設計）

講義の内容
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講義の内容
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事例研究（情報システム設計）

講義の内容
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講義の内容
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基礎

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 551

科目ナンバー

授業方法

　統計学・伊藤健／ Statistics ・Takeshi Itoh 　後期　月曜 4限

　オンラインにて随時　

・e-mailアドレス等について
は講義で連絡する .

・ 宿題等における疑問点を
質問するのは良いことです
が，その前に自分で 1日考
え，悩み，調べることが重
要です．
・ 統計に関する定理等につい
て，その証明が高度で難解
なものは解説を割愛し，利
用法のみ説明します．

・ 講義ではテキストの内容について説明し，それに応じた宿題を課す．
・ 原則として講義毎に宿題を課し，期日までの提出を求める．提出遅れや剽窃と判断され
るものは未提出として取り扱う．

　高等学校での数学（関数，数列）に関する知識は必要であり，行列を取り扱えることが
なお望ましい．

・テキスト : 小寺『新統計入門』裳華房（ISBN-13: 978-4-7853-1099-8）．
・参考文献：石井，塩出，新森『確率統計の数理』裳華房．

　統計学の目標は様々な統計的推論を行うことであるが，そのためには確率変数の概念や，
大数の法則などを正しく理解する必要がある．しかし，専門職大学院の性格上，前提とさ
れる数学知識が備わっていない受講生の存在も予想される．そこで，本講義では確率統計
を理解するのに必要な微分積分などの概説を含め，データの整理，確率変数，代表的な分
布に限定した統計学の導入的内容と，統計的推論の根拠となる標本の概念を取り扱う．
This course provides an overview of differentiation and integration, data reduction, random 
variables, probability distribution, etc., and helps students learn about the basic concept of statistical 
inference.

・ 宿題（10%），理解度確認
セッション（90%）で評価
する．
・AA(90点以上 )，
  A(80 点以上 90 点 未 満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

＜予習＞
・ 講義で扱う内容について，事前にテキストを読んで（勉強して）おくことは当然必要です．
＜復習＞
・課された宿題以外にも，関連文献を調べたり，他の問題を解くなど積極的な取り組み，
内容理解に努めなければなりません．

　EAC-ECM503

　オンライン（オンデマン
ド）で実施するが，理解度確
認セッションは対面で行う可
能性がある．
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講義の内容
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統計学

学ぶべき用語

講義の内容
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学ぶべき用語
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講義の内容
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統計学

学ぶべき用語

講義の内容
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学ぶべき用語
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講義の内容
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統計学

学ぶべき用語

講義の内容
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学ぶべき用語
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講義の内容
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統計学

講義の内容
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学ぶべき用語
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



統計学

学ぶべき用語

講義の内容
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学ぶべき用語
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講義の内容
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統計学

学ぶべき用語

講義の内容
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学ぶべき用語
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講義の内容
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統計学

学ぶべき用語

講義の内容
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講義の内容
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基礎

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について
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科目ナンバー

授業方法



学ぶべき用語・ポイント

568

講義の内容
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計量経済分析１

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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計量経済分析１

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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計量経済分析１

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 573



学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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計量経済分析１

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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計量経済分析１

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容
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学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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計量経済分析１

学ぶべき用語・ポイント

講義の内容
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講義の内容
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計量経済分析１

講義の内容
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講義の内容
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展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員

講義の目的

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について
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科目ナンバー

授業方法
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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計量経済分析２

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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計量経済分析２

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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計量経済分析２

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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計量経済分析２

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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計量経済分析２

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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計量経済分析２

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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計量経済分析２

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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基礎

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 599

科目ナンバー

授業方法

　金融行政Ⅰ（旧科目名：金融行政１）・髙橋秀幸／ Financial Administration Ⅰ・Hideyuki 
Takahashi 

　前期　火曜 5限

　金融行政の究極的な目標は，「企業・経済の持続的成長と安定的な資産形成等による国
民の厚生の増大」とされている．証券市場は，企業が成長するための資金調達の場として，
また，国民の資産形成の場として，非常に重要な存在である．他方で，日本の家計の金融
資産の増加率は，米国や英国に比して，低水準で推移している．このため，金融庁は，証
券市場の機能の発揮や魅力の向上等を目的とした様々な施策を進めているところである．
　本講義においては，証券行政及び直接金融に関する基礎知識を理解することを目的とす
る．
　The ultimate goal of financial administration is to increase the welfare of the people through 
sustainable growth of businesses and the economy and stable asset formation. The securities market 
is very important as a place for companies to raise funds for growth and as a place for people to 
build assets. 　On the other hand, the rate of increase in fi nancial assets of Japanese households has 
remained at a low level compared to the United States and the United Kingdom.
　For this reason, the Financial Services Agency is promoting various measures aimed at 
demonstrating the functions and enhancing attractiveness of the securities market.
　The purpose of this lecture is to understand the basic knowledge of securities regulatory system 
and direct fi nancing.

・概ねテキストの内容に沿って進める．
・各回の講義終了後に課題等の提出を求める．

特になし

・ 平常点（出席・課題提
出等）（60％），レポート
（40％）で評価する．
・AA(90点以上 )，
  A(80点以上 90点未満 )，

B(70点以上 80点未満 )，
C(60点以上 70点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　水曜日
　13:00-14:00　

　hideyuki.takahashi.b6@tohoku.
ac.jp

・講義は，日本語で行われ
る．
・知的好奇心の旺盛な方の
参加を歓迎する．

・テキスト：日本証券経済研究所『図説日本の証券市場』日本証券経済研究所，2020年（ISBN13：
　　　　 978-4-89032-541-2）．
　　　　　　※本書は日本証券経済研究所ホームページでも全文公開されている．
　　　　　　　http://www.jsri.or.jp/publish/market/market_31.html
　　　　　このほか，必要に応じ担当教員が作成・配布した資料を用いる．
・参考文献：近藤光男・志谷匡史・石田眞得・釜田薫子『基礎から学べる金融商品取引法［第  
　　　　   4版］』弘文堂，2018年．
　　　　　  黒沼悦郎『金融商品取引法入門［第 8版］』日本経済新聞出版社，2021年．
　　　　　このほか，必要に応じ講義の際に紹介する．

＜予習＞
・テキストや参考文献等の該当部分を一読しておくことが望ましい．
＜復習＞
・レポート作成のため，講義内容を確認すること．

　EAC-LAW501

　対面講義とオンライン講義
（リアルタイム・オンデマン
ド）を併用する予定
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講義の内容
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・講義の目的・進め方等について説明する．
・次回以降の講義の予定について概要を説明する．

講義の予定：
第 2回：証券市場と国民経済
第 3回：株式市場
第 4回：公社債市場
第 5回：投資信託，資産運用業
第 6回：デリバティブ市場，証券化商品市場
第 7回：金融商品取引所等
第 8回：金融商品取引業
第 9回：証券税制
第 10回：証券取引の行為規制
第 11回：金融商品取引法による企業内容等の開示
第 12回：金融商品取引法によるその他の開示
第 13回：証券行政①
第 14回：証券行政②
第 15回：まとめ

※上記は目安であり，講義の進捗状況などに応じて変更することがありうる．

第 1回：オリエンテーション／Orientation



金融行政Ⅰ

講義の内容
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　テキストの第 1章に沿って，証券市場と国民経済の関係について説明する．

1. 直接金融と間接金融
2. 金融商品取引法上の「有価証券」の定義
3. 企業の資金調達の状況
4. 家計の金融資産保有の状況

第 2 回：証券市場と国民経済／ The Securities Market and the National 
Economy
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講義の内容
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　テキストの第 3章・第 4章に沿って，株式発行市場及び株式流通市場について説明する．

1. 株式発行市場
　・株式会社と株式
　・株式発行の形態
　・新株発行の状況

2. 株式流通市場
　・株式流通市場の構造
　・株式価格と投資指標
　・信用取引制度

第 3回：株式市場／ The Stock Market



金融行政Ⅰ

講義の内容
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　テキストの第 5章・第 6章に沿って，公社債発行市場及び公社債流通市場について説明
する．

1. 公社債発行市場
　・公社債の種類
　・公社債の発行状況
　・格付会社と公社債の格付け

2. 公社債流通市場
　・公社債の売買状況
　・公社債の現先取引・貸借取引

第 4回：公社債市場／ The Bond Market
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講義の内容
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　テキストの第 7章・第 13章に沿って，投資信託及び資産運用業について説明する．

1. 投資信託
　・投資信託の形態
　・投資信託の商品
　・投資信託の販売・運用

2. 資産運用業
　・年金資産の運用
　・投資一任業者の運用

第 5 回： 投 資 信 託， 資 産 運 用 業 ／ Investment Trusts and Asset 
Management Service



金融行政Ⅰ

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 605

　テキストの第 8章・第 9章に沿って，デリバティブ市場及び証券化商品市場について説
明する．

1. デリバティブ市場
　・金融商品取引法上のデリバティブ取引
　・先物取引
　・オプション取引
　・クレジットデリバティブ取引

2. 証券化商品市場
　・証券化商品の基本的な仕組み
　・証券化商品の発行・流通市場

第 6 回：デリバティブ市場，証券化商品市場／ The Derivatives Market 
and The Securitized Products Market
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

　テキストの第 10章・第 11章に沿って，金融商品取引所やクラウドファンディング等に
ついて説明する．

1. 金融商品取引所
　・金融商品取引所の機能
　・東証の市場区分の見直し
　・コーポレートガバナンス・コード
　・株式売買制度
　・清算・決済制度

2. クラウドファンディング等
　・株式投資型クラウドファンディング
　・株主コミュニティ
　・TOKYO PRO Market

第 7回：金融商品取引所等／ Financial Instruments Exchange, etc.



金融行政Ⅰ

講義の内容
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　テキストの第 12章に沿って，金融商品取引業者や証券業務等について説明する．

1. 金融商品取引業者の概説
　・金融商品取引業の類型
　・証券業務
　・金融商品取引業者の登録要件
2. 投資者保護基金
3. わが国の証券業界

第 8回：金融商品取引業／ Financial Instruments Business
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

　テキストの第 14章に沿って，証券税制について説明する．

1. 利子・配当課税
3. キャピタルゲイン課税
4. NISA（少額投資非課税制度）
5. 年金型商品に対する課税（iDeCoなど）

第 9回：証券税制／ Securities Taxation



金融行政Ⅰ

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 609

　テキストの第 15章に沿って，証券取引の行為規制について説明する．

1. 不正行為の禁止
2. 相場操縦規制
3. インサイダー取引規制
4. 金融商品取引業者の行為規制

第 10 回： 証 券 取 引 の 行 為 規 制 ／ Prohibited and Regulated Acts of 
Securities Trading
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

　テキストの第 16章 2節・4節に沿って，企業内容の開示規制について説明する．

1. 証券市場における開示制度の体系
2. 発行開示
　・発行開示の流れ
     ・有価証券届出書の記載内容
　・簡易な発行開示制度
　・発行登録制度
3. 継続開示
　・継続開示制度の概要
　・金融商品取引所における適時開示制度

第 11 回：金融商品取引法による企業内容等の開示／ The System of Disclosing 
Corporate Information under the Financial Instruments and Exchange Act



金融行政Ⅰ

講義の内容
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　テキストの第 16章 3節に沿って，企業支配に関する開示制度について説明する．

1. 公開買付けに関する開示
　・公開買付けの強制
　・公開買付けの開示の概要
　・公開買付者等関係者によるインサイダー取引規制

2. 株券等の大量保有の状況に関する開示
　・5％ルール
　・特例報告制度

第 12 回：金融商品取引法によるその他の開示／ Other Disclosures to Be 
Made under the Financial Instruments and Exchange Act
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

　テキストの第 17章に沿って，証券行政の概要について説明する．

1. 証券市場の関連法規

2. 証券行政の組織
　・金融庁による法執行
　・金融商品取引業協会
　・証券監督者国際機構

第 13 回：証券行政①／ The Securities Regulatory System①



金融行政Ⅰ

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 613

　金融庁及び証券取引等監視委員会が，今事務年度（2021年 7月から 2022年 6月）にど
のような方針で証券行政を行っているかについて説明する．

1. 金融行政方針のポイント
　・市場の国際競争力
　・資産運用の高度化
　・コーポレートガバナンス改革と開示情報の充実
　・資本市場の改革
　・網羅的で機動的で深度ある市場監視

2. 「令和 3事務年度証券モニタリング基本方針」のポイント
　・証券モニタリングの取組方針
　・業態横断的なテーマ別モニタリング事項
　・規模・業態別の主な検証事項
　・関係機関との連携
　・モニタリング結果の情報発信

第 14 回：証券行政②／ The Securities Regulatory System②
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

　これまでの講義内容，日本の証券行政の現状と今後の展望等を総括する．

第 15 回：まとめ／ Review



展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 615

科目ナンバー

授業方法



616

講義の内容
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金融行政Ⅱ

講義の内容
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講義の内容
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講義の内容
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講義の内容
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講義の内容
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講義の内容
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講義の内容
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講義の内容
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実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 631

科目ナンバー

授業方法

　財務行政・髙橋秀幸／ Treasury Administration・Hideyuki Takahashi 　後期　木曜 2限

　2022年度末の我が国の公債残高は約 1026兆円に上るなど，我が国の財政は引き続き深
刻な状況にある．これは，現在の世代のみが受益し，その費用を将来世代に先送りしてい
ることを意味しており，少子高齢化に伴いこの問題の深刻さは増している．
　本講義においては，このような財政状況及び財政健全化への取組み等について理解する
ことを目的とする．
　Japan's public fi nances continue to be severe, with Japan's public debt outstanding at the end of 
FY2022 reaching approximately ¥1,026 trillion. This means that only the current generation will 
benefi t and postpone the costs to future generations, and the problem is increasing as the birthrate 
and aging population decline.
　The purpose of this lecture is to understand such financial situation and efforts for financial 
consolidation.

・担当教員作成の資料の内容に沿って進める．
・各回の講義終了後に課題等の提出を求める．

　特になし

・各回の課題等（60％），レポー
ト（40％）で評価する .
・AA(90点以上 )，
  A(80 点以上 90 点 未 満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　水曜日
　13:00-14:00

　022-217-6286
　hideyuki.takahashi.b6@tohoku.
ac.jp

・講義は，日本語で行われ
る．
・知的好奇心の旺盛な方の
参加を歓迎する．

・テキスト：担当教員が作成・配布する資料を用いる．
・参考文献：必要に応じ講義の際に紹介する．

＜予習＞
・事前に担当教員から配布された資料を一読しておくことが望ましい．
＜復習＞
・レポートの作成に備え，講義内容を確認するとともに，最新のニュース等もチェックす
ること．

　EAC-LAW602

　対面講義とオンライン講義

（リアルタイム）を併用する

予定
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

・講義の目的・進め方等について説明する．
・次回以降の講義の予定について概要を説明する．

講義の予定：
第 2回：財政及び税制の役割と機能
第 3回：予算制度と予算の効率化
第 4回：我が国の財政の状況
第 5回：社会保障①
第 6回：社会保障②（医療・介護）
第 7回：社会保障③（年金）
第 8回：社会保障④（子ども・子育て）
第 9回：文教・科学技術
第 10回：地方財政
第 11回：社会資本整備・中小企業
第 12回：財政投融資
第 13回：国有財産
第 14回：2023年度予算等
第 15回：まとめ

※上記は目安であり，講義の進捗状況や 2023年度予算編成過程における議論などに応じ
て変更することがありうる．

第 1回：オリエンテーション／Orientation



財務行政

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 633

　財政・税制の役割や財政の３機能・税の３原則，及び財政・税制に関する基本構造・原
則について説明する．

1.財政の役割と機能
　・「財政」とは何か
　・財政の３機能

2. 税制の役割と機能
　・税の役割
　・税の３原則
　・税の種類

第 2回：財政及び税制の役割と機能／ Roles and functions of fi scal and tax 
systems
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

わが国の予算制度，予算効率化のための取組み等について説明する．

1. 予算制度
　・予算に関する原則
　・予算の内容
　・予算の種類
　・予算編成の過程

2. 予算の効率化のための取組み等
　・決算
　・行政事業レビュー
　・政策評価
　・予算執行調査

第 3 回：予算制度と予算の効率化／ Budget system and budget 
effi  ciency
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 635

　我が国の財政の状況について説明する．

1. 財政の現状
　・一般会計における歳出・歳入の状況
　・公債残高の累増
　・財政収支・債務残高の国際比較

2. 財政健全化への取組み
　・基礎的財政収支と財政収支の関係
　・公債依存の問題点
　・財政健全化目標

第 4回：我が国の財政の状況／ Japan's fi nancial situation
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

　我が国財政における一般歳出のうち最大の割合を占める社会保障分野全般の現状と課題
について説明する．

1. 社会保障関係費
　・社会保障財源の全体像
　・社会保障給付費の推移
　・人口構造の変化と将来の社会保障給付の見通し

2. 社会保障支出と国民負担率の関係

3. 社会保障と税の一体改革

第 5回：社会保障①／ Social security ①



財務行政

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 637

　社会保障のうち「医療・介護」分野の現状と課題について説明する．

1. 医療
　・医療保険制度の概要
　・医療費の推移

2. 介護
　・介護保険制度の概要
　・介護総費用の推移

3. 医療・介護制度の課題

第 6 回：社会保障②（医療・介護）／ Social security ②（Medical and 
nursing care）　
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

　社会保障のうち「年金」分野の現状と課題について説明する．

1. 年金制度の概要

2. 年金積立金管理運用法人

3. 年金給付水準の調整
　・賃金・物価スライド
　・マクロ経済スライド

4. 年金制度の改革に向けた視点

第 7回：社会保障③（年金）／ Social security ③（pension）
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講義の内容
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　社会保障のうち「子ども・子育て」分野の現状と課題について説明する．

1. 保育所等の現状

2. 子ども・子育て支援新制度

3. 待機児童の解消への取組み
　・子育て安心プラン
　・新・放課後子ども総合プラン

4. 幼児教育無償化

第 8回：社会保障④（子ども・子育て）／ Social security ④（Child care）
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

　国の歳出分野のうち「文教・科学技術」分野の現状と課題について説明する．

1. 文教関係費の現状と課題
　・公財政教育支出の規模
　・義務教育費国庫負担制度の概要
　・高等教育の経済的負担の軽減
　・国立大学への公的支援

2. 科学技術振興費の現状と課題
　・科学技術予算の推移
　・日本の研究力向上に向けた課題

第 9回：文教・科学技術／ Education and science
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講義の内容
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　国の歳出である「地方交付税交付金」を含む地方財政の現状等について説明する．

1. 国と地方の役割分担
　・国と地方の行政事務の分担
　・国と地方の税財源配分と歳出割合

2. 地方交付税
　・地方交付税交付金の総額決定の仕組み
　・地方交付税交付金の配分額決定の仕組み

3. 地方譲与税の概要

4. 地方財政の状況
　・地方の歳出・歳入の状況
　・地方の債務残高の推移

5. ふるさと納税制度

第 10 回：地方財政／ Local fi nance
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

　国の歳出分野のうち「社会資本整備」「中小企業」分野の現状等について説明する．

1. 社会資本整備の現状
　・公共事業関係費予算の推移
　・一般政府の総固定資本形成の推移
　・社会資本の老朽化等

2. 課題への対応
　・第４次社会資本整備重点計画
　・インフラの維持管理・更新
　・コンパクト・プラス・ネットワークの取組み
　・PPP／ PFIの活用

3. 中小企業への政策対応

第 11 回：社会資本整備・中小企業／ Public works・Small and medium-sized enterprises
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講義の内容
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　税財源によらない国による投融資活動である財政投融資の現状等について説明する．

1. 財政投融資の仕組み
　・財政投融資の３類型
　・財政投融資の特徴

2. 財政投融資改革

3. 財投機関に対するチェック機能
　・法人等実地監査
　・地方公共団体実地監査
　・地方自治体の財務状況把握

第 12 回：財政投融資／ Fiscal Investment and Loan Program
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講義の内容
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　国民共有の財産である国有財産がどのように管理され，またどのように活用されている
かについて説明する．

1. 国有財産の現状
　・国有財産の範囲・分類
　・国有財産の現在額

2. 国有財産の総括
　・庁舎等取得等調整計画制度の概要
　・庁舎等使用調整計画制度の概要
　・地域における国公有財産の最適利用

3. 国有財産の監査

4. 国有財産の管理処分
　・国有財産の管理処分の基本方針
　・個々の財産の特性に応じた管理処分の手法

第 13 回：国有財産／Government Assets



財務行政

講義の内容
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　国の予算は，例年 12月に政府案が閣議決定されている．予算編成過程において様々な議
論が行われた上で取りまとめられることとなる 2023年度予算政府案の内容等について説明
する．

第 14 回：2023 年度予算等／ FY2023 Budget
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講義の内容
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提出されたレポートの振り返りや，その時点でのトピックスなどを説明する．

第 15 回：まとめ／ Review
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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企業法１

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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企業法１

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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企業法１

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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企業法１

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
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企業法１

講義の内容
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業法１

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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企業法１

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント
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展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 663

科目ナンバー

授業方法

　企業法２・徳重昌宏／ Corporate Law 2・Masahiro Tokushige 　前期　水曜 4限

　会社法における株式会社の「設立」，「資金調達」，「計算」，「組織再編」，「定款の変更」及
び「解散と清算」並びに「持分会社」に関する制度についての理解を深めることを目的とする．
　本講義では，株式会社に係る制度を中心に，経済活動に必要な資金の調達，経済活動の結
果の確定・分配，組織再編といった，その設立から清算に至るまでにおける会社の一連の経
済活動に関連する制度について解説する．さらに，会社法の直近の改正について学習する．
The aim of this course is to help students acquire an understanding of systems concerning the 
"Incorporation", "Financing", "Accounting", "Reorganization", "Change of articles of incorporation", 
"Dissolution and Liquidation" of a stock company and "Membership companies". It also deals with 
recent important revisions of Companies Act.

・会社における実務等を踏まえながら，配付するレジュメに沿って講義を進める．
・可能な限り根拠法令を確認する．
・ 講義終了後の復習問題 ,第１回理解度確認セッション（第 7回時），第 2回理解度確認セッ
ション（第 15回時）を実施する．
・復習問題は基本的に選択式とするが，一部記述式を含むことがあり得る．
・第 1・2回理解度確認セッションでは，法令集（会社法，施行規則及び計算規則）の持
ち込みを可とする．なお，その他の資料の持込みを可とするかどうかは，授業を進めな
がら決定する．

　講義は基礎的な内容とするため，この講義を受講するための特別な知識は不要である．

・ 復習問題の提出・結果
（15％），第 1回理解度確
認セッション（35％），
第 2回理解度確認セッ
ション（50％）を目安に
により評価する．
・AA(90点以上 )，
  A(80点以上 90点未満 )，

B(70点以上 80点未満 )，
C(60点以上 70点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

火曜日
　13:00-16:00

　022-217-6281
  masahiro.tokushige.c4@tohoku.

ac.jp

・ 「企業法１」と「企業法２」
とは，概ね会社法の内容を
2つに分けているため，会
社法全体の知識を得るため
には，両講義を合わせて受
講することが望ましい．
・講義の順番及び内容につい
ては，講義開始後に変更す
ることがあり得る．

 ・テキスト：事前に配付するレジュメ及び講義中に配付する資料
 ・六法：会社法，会社法施行令及び関係省令（会社法施行規則，会社計算規則等）が掲載され
　　　ている最新版のもの
 ・参考文献：田中亘『会社法［第 3版］』東京大学出版会，2021 年．
　　　　　　江頭憲治郎『株式会社法［第 8版］』有斐閣，2021年．
　　　　　　近藤光男他『基礎から学べる会社法［第 5版］』 弘文堂，2021年．
　　　　　　神田秀樹『会社法［第 23版］』弘文堂，2021年．
　　　　　　神作裕之他『会社法判例百選［第 3版］or［第 4版］』有斐閣，2016年，2021年．
　　　　　   等　　　　　　　

＜予習＞
・各講義は，既にレジュメを一読していることを前提に進めるため，事前に配付する予定の
レジュメに目を通しておくこと．
・講義に併せて「参考文献」に記載する書籍等を読み進めていくことが望ましい．
＜復習＞
・適宜復習することが望ましい．

　EAC-LAW603

　対面及び録画で実施する
（対面授業を録画して授業終
了後アップする）．BCPレベ
ル 2又は 3以上のときは録画
（オンデマンド）のみとする．



664

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業法２

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 665



666

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業法２

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 667



668

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業法２

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 669



670

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業法２

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 671



672

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業法２

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 673



674

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業法２

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 675



676

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業法２

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 677



678

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



基礎

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 679

科目ナンバー

授業方法



680

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



法人税法１

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 681



682

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



法人税法１

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 683



684

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



法人税法１

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 685



686

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



法人税法１

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 687



688

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



法人税法１

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 689



690

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



法人税法１

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 691



692

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



法人税法１

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 693



694

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 695

科目ナンバー

授業方法



696

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



法人税法２

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 697



698

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

・内部取引の認識



法人税法２

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 699



700

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



法人税法２

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 701



702

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



法人税法２

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 703



704

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



法人税法２

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 705



706

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



法人税法２

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 707



708

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



法人税法２

講義の内容 学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 709



710

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 711

科目ナンバー

授業方法



712

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



消費税法

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 713



714

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



消費税法

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 715



716

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



消費税法

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 717



718

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



消費税法

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 719



720

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



消費税法

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 721



722

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



消費税法

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 723



724

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

・消費税及び地方消費税
の申告書（一般用）（簡
易課税用）
・課税標準額
・消費税額
・仕入控除税額
・納付税額
・地方消費税（譲渡割額）

　法人の決算書（事例）から，消費税及び地方消費税の申告書（一般用）を作成し，計算
過程を理解し習得する．また，過去の公認会計士試験の論文式問題の解説を行う（次回講
義に続く．）．講義のポイントは下記の通りである．

1. 申告書の具体的な作成方法
2. 作成に当っての留意事項

＜予習＞
　テキストの該当箇所に目を通し，不明な点を明らかにする．

＜復習＞
　申告書の具体的な作成方法を理解する．
　作成に当って不明な点や疑問点があれば，当該事項を明確にし，これまでの講義内容で
自己解決できない場合は，次回の講義で質問をするなどして隘路となっている事項を解消
する．

＜演習問題＞
　なし

第 13 回：消費税及び地方消費税の申告書作成／ Creating a consumption tax return



消費税法

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 725



726

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 727

科目ナンバー

授業方法



728

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



所得税法

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 729



730

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



所得税法

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 731



732

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



所得税法

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 733



734

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



所得税法

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 735



736

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



所得税法

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 737



738

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



展開

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 739

科目ナンバー

授業方法



740

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業開示制度と実務

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 741



742

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業開示制度と実務

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 743



744

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業開示制度と実務

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 745



746

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業開示制度と実務

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 747



748

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業開示制度と実務

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 749



750

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業開示制度と実務

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 751



752

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



企業開示制度と実務

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 753



754

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 755

科目ナンバー

授業方法



756

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 757

科目ナンバー

授業方法

　本講義では，上場会社による不正会計事件及び企業買収事案等について分析を行い，
その分析を通じて，会社法や金融商品取引法の内容及び制度趣旨等の理解を深めるとと
もに，上場会社により適時かつ適切な情報の開示の重要性を認識する．
In this course, we will analyze fraudulent accounting cases and corporate acquisition cases by listed 
companies. Through the analysis, we will deepen our understanding of the content and purpose 
of Companies Act and Financial Instruments and Exchange Act, and recognize the importance of 
timely and appropriate disclosure of information by listed companies.

　この講義を受講するための特別な知識は不要である．

　上場会社による企業法に関連する不正会計事件等を取り上げ，その概要を説明し，企業法
の観点からの問題点等について私見を交えつつ講義を行う .その上で，周辺制度及びその趣
旨等について解説を行う．また，不正会計事件等を背景に法令改正等が行われている場合に
は，その内容を併せて解説し，上場会社等による適時・適切な情報開示の重要性について認
識するよう講義を進めることとする．

 ・テキスト：事前及び講義時に配付する資料等
 ・ 六法：金融商品取引法令（金融商品取引法，金融商品取引法施行令）及び会社法令（会社  
　　　法，会社法施行令，会社法関係の法務省令）が掲載されている最新版のもの
・参考文献：（金商法）
　　　　　   松岡啓介『最新金融商品取引法講義［第 6版］』中央経済社，2021年．
　　　　　   黒沼悦郎『金融商品取引法入門［第 8版］』日経文庫，2021 年．
　　　　　   松尾直彦『金融商品取引法［第 6版］』商事法務，2021年．                       
                       神田秀樹ほか『金融商品取引法コンメンタール 1［第 2版］』商事法務，2018年．
　　　　　   （会社法）
                       田中亘『会社法［第 3版］』東京大学出版会，2021 年．
　　　　　   神作裕之他『会社法判例百選［第 3版］or［第 4版］』有斐閣，2016年，2021年．
　　　　　   （その他）
  　　　　　 監査の基準（実務指針を含む）や企業会計の基準（適用指針を含む）
　　   　・上記参考文献について，1冊であってもすべて読む必要はない．講義に関連する
　　　　箇所を事前に目を通しておくとよい．
　　　　・法令（法律，政令，省府令）については次の websiteから検索することができる．
　　　　　https://elaws.e-gov.go.jp　　　　　　   

　事例研究（企業法）・徳重昌宏／ Case Study (Corporate Law)・Masahiro Tokushige 　後期　木曜 3限

・講義の順番，内容につい
ては，講義開始後に変更
することがあり得る．

　火曜日
　13:00-16:00

　022-217-6281
masahiro.tokushige.c4@tohoku.
ac.jp

・ショートレポートの内容（8
回，計 80％）と発表（20％）
で評価する．
・AA(90点以上 )，　
  A(80 点以上 90 点 未 満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

 ＜予習＞
・本講義では，不正会計等の事例を 6件，会社法上の論点のある事例を 2件取り上げる．
各講義の前に，事前に配付する資料に目を通しておくことが望ましい．さらに，不正会
計等 6件については，第三者委員会報告書等，会社法上の論点のある事例 2件については，
判決文をあらかじめ配布するので，ざっと目を通しておくことが望ましい（中には数百
ページに及ぶ資料もあるので読んでおいてほしい箇所を事前に連絡する）．
＜復習＞
・1事案につき，１つのレポートの提出を求める．

　EAC-LAW609

　対面及び録画で実施する
（対面授業を録画して授業終
了後アップする）．BCPレベ
ル 2又は 3以上のときは録画
（オンデマンド）のみとする．
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講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



事例研究（企業法）

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 759

講義の予定
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講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 761

科目ナンバー

授業方法
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講義の内容／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



事例研究（法人税法）

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 763
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講義の内容／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS

　　　　　　参考文献：・濵田洋「脱税工作のための支出金の損金性」租税判例百選［第　
　　　　　　　　　　　7版］108頁
 　　　　　　　　　　   ・ 渋谷雅弘「不法な所得－制限超過利息」租税判例百選［第 7版］
　　　　　　　　　　　62頁
第 9回 ：役員給与／ Salary, etc. of Executive Offi  cers
　　　　　⑨東京高裁平成 25年 3月 14日判決（事前確定届出給与）
　　　　　　役員給与のうち，定期同額給与，事前確定届出給与，業績連動給与は損金の額
　　　　　に算入される．このうち，事前確定届出給与について，年 2回の賞与支払いのう
　　　　　ちの一回について届出より少ない額を支払った場合，年間の賞与全体が損金不算
　　　　　入になるのかが争点となった事案．役員給与の損金算入のあり方について検討す
　　　　　る．
　　　　　　参考文献：・渡辺充「事前確定届出給与」租税判例百選［第 7版］118頁
　　　　　　　　　　　・伊藤義一「役員賞与が事前確定届出給与に該当しないとされた事
　　　　　　　　　　　例」TKC税情 2014年 6月号 1頁
第 10回：交際費／ Social expense 
　　　　　⑩東京高裁平成 15年 9月 9日判決（萬有製薬事件）
                     製薬会社が医薬品納入先病院の医師の英語論文添削料として支出した経費が，    
　　　　　交際費に当たるかが争われた事案．交際費の要件について検討する．
　　　　　　参考文献：・辻美枝「交際費の意義－萬有製薬事件」租税判例百選［第 7版］
　　　　　　　　　　　122頁
　　　　　　　　　　　 ・ 「英文添削料の差額負担が交際費等に該当しないとされた事例」　
　　　　　　　　　　　『税務判例の分析と実務対応 Vol.2』31頁（2013年）
　　　　　　　　　　　・辻富久「英文添削料の差額負担は交際費に該当しないとされた事
　　　　　　　　　　　例」ジュリスト 1270号 210頁（2004年）
第 11回：貸倒損失／ Bad debt losses
　　　　　⑪最高裁平成 16年 12月 24日判決（日本興業銀行事件）
　　　　　　バブル崩壊により住宅金融専門会社への貸付金が不良債権となり，債権放棄を
　　　　　した銀行の貸倒損失をいつの事業年度に損金算入すべきかが争われた事案．貸倒
　　　　　損失を損金算入するには債権全額が回収できないことを要するとされているとこ
　　　　　ろ，どのような状況であれば全額回収できないといえるのか，その要件について
　　　　　検討する．
　　　　　　参考文献：・吉村政穂「貸倒れの意義－興銀事件」租税判例百選［第 7版］　
　　　　　　　　　　　114頁
　　　　　　　　　　　・「法人税における貸倒損失の損金算入時期～興銀事件～」『税務判
　　　　　　　　　　　例の分析と実務対応 Vol.2』46頁
第 12回：租税回避／ Tax avoidance
　　　　    ⑫最高裁平成 18年１月 24日判決（フィルム・リース事件）
　　　　　　組合には法人格がなく，法人税は課税されず，組合での損益は直接組合員の益
　　　　　金・損金となる．法人が締結した本件組合契約は，法人が組合事業のリスクを負
　　　　　わない一方で，映画フィルムの減価償却費を法人自らの損金として計上できると
　　　　　いうものであった．課税庁は，法人の税負担軽減が目的の租税回避スキームであ
　　　　　るとして更正処分を行い，その是非が争われた．租税回避の否認はどのような場
　　　　　合に認められるのか，その手法はどうあるべきか検討する．
　　　　　 〈参考判例〉名古屋高裁平成 17年 10月 27日判決（航空機リース事件）　　　　



事例研究（法人税法）

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 765
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講義の内容／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



基礎

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

30

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 767

科目ナンバー

授業方法

　会計職業倫理・加藤暢一／ Accounting Profession Ethics・Nobukazu Katou 　前期　木曜 2限

・講義への貢献（発言等），2
回のミニレポート，中間レ
ポート作成（50％），期末
レポート（50％）で評価す
る．
・なお，レポートの評価基準
は，①理解の正確性，②論
点の適格性と網羅性，③論
文の適格性とする．ここで，
論点の適格性と網羅性と
は，提示されたテーマに対
し論点のズレがなく，かつ，
論点のキーワード等が網羅
されていることをいう．
・AA(90点以上 )，
  A(80 点以上 90 点 未 満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　随時メールで受けつける．

　nobukazu.katou.b3@tohoku.
ac.jp

・ 講義では，できる限り分かりやすく解説をするとともに，重要論点では受講者といっしょ
に双方向でも講義を進めていく．
・2回の具体的事例によるグループ別ディスカッションを行った上で，グループ別にミニ
レポートをまとめ提出いただく．
・中間レポートおよび期末レポートの作成提出をしていたただき総合解説をする．
・これを通じて，もし自分が会計監査人だったらどうすべきかを，深く考え実感しながら
より深く理解する．
・グループ別にディスカッションその詳細については，下記の通りである．
　①第 5回，第 14回で提示した具体例や事例等について，グループ別ディスカッション   
　をおこなう．
　　㋐グループ別ディスカッション：グーグルミートなどを使用する．
　　㋑グループ別メンバーは5名程度として，教員から第2回講義の前までに各人にGメー
　　ルで連絡する．
　　㋒できる限り各人の役割を変える（司会，メモ係，ファイル作成提出等）．
　②中間レポート，期末レポートは，各人ごとに作成し，Gメールで加藤へ提出する．

　会計の基本知識があることが望ましい．

・テキスト： 講義は，レジュメ等にもとづき行う．
・参考文献：必要に応じて講義の中で本，資料を紹介する．

　なぜ企業の不正がなくならないのか実態と原因をさぐり，不正防止の仕組みと監査にお
ける会計職業倫理の必要性を考える．
　不正防止のため，経営者の暴走を監視するためには，内部統制の整備，ルールを守る意
識を醸成，社外取締役，社外監査役，会計監査人によるコーポレートガバナンスが必要で
ある．
　会計実務を行うにあたり，なぜ会計職業倫理が必要なのか，どのような内容なのか，不
正事例も理解しながら，深く実感できる職業倫理を学ぶ．
　そして，これから会計職業専門家になって，確固たる強い職業倫理をもって，監査，コ
ンサルティング，組織の経理など実務で活躍することを目指す．
We study the actual condition and cause why the Injustices never cease. We study the Structure 
of Injustice Prevention and the necessity of Accounting Professional Ethics. We need the Internal 
Control, Compliance, Corporate Governance by Outside Directors, Outside Company Auditors, 
Accounting Auditors. In the Accounting, we realize the Accounting Professional Ethics with the 
understanding of case study, why we need it, and what is the content. We will be the Accounting 
Professional, we maintain the strong Ethics, and we make the excellent auditors, consultants, 
accountants.

　できるだけ予習を行うことが望ましい．

　EAC-ACC512

　オンライン（オンデマンド）
による講義動画を配信し，受
講する．
（ただし，BCPの状況次第で
は，学期途中で対面とオンラ
イン併用等に変更する可能性
もある．）
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計職業倫理

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 769
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計職業倫理

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 771
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計職業倫理

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 773
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計職業倫理

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 775
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計職業倫理

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 777
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計職業倫理

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 779
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計職業倫理

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 781
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践 ･ 応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

31

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 783

科目ナンバー

授業方法

　事例研究（会計職業倫理）・加藤暢一／ Case Study (Accounting Profession Ethics)・
Nobukazu Katou

　後期　木曜 6限

・講義への貢献（発言等）と
グループ別ディスカッショ
ン，グループ別ミニレポー
ト作成提出（40％），中間・
期末レポートの作成提出
（60％）で評価する．
・なお，レポートの評価基準
は，①理解の正確性，②論
点の適格性と網羅性，③論
文の適格性とする．ここで，
論点の適格性と網羅性と
は，提示されたテーマに対
し論点のズレがなく，かつ，
論点のキーワード等が網羅
されていることをいう．
・AA(90点以上 )，
  A(80 点以上 90 点 未 満 )，

B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　随時メールで受け付ける．

　nobukazu.katou.b3@tohoku.ac.jp

（1）講義では，できる限り分かりやすく解説をする．
（2）毎回（第 2回から 5回，7回から 14回）で最初 60分は内容の解説を行い，残り 30
分で具体例や不正事例によるオンラインによるグループ別ディスカッションとグループ
別ミニレポート作成を行い一緒に考えていく．（第 5回，第 14回はやや多めのミニレポー
トを作成する）
　なお，ディスカッションでは，グーグルミート等を使用し，また各グループのメンバー
は 5名程度として，教員から第 2回講義の前までに各人に Gメールで連絡する．

（3）中間レポートを作成，解説するとともに，期末レポートの作成，総合解説を行う．

　会計に関する基本知識があることが望ましい．

・テキスト：講義は，レジュメ等にもとづき行う．
・参考文献：必要に応じて講義の中で本，資料を紹介する．

　なぜ企業の不正がなくならないのか原因をさぐり，不正防止の仕組みと監査における会
計職業倫理の必要性を考える．
　不正防止のため，経営者の暴走を監視するためには，内部統制の整備，ルールを守る意
識を醸成，社外取締役，社外監査役，会計監査人によるコーポレートガバナンスが必要で
ある．会計実務を行うにあたり，なぜ会計職業倫理が必要なのか，どのような内容なのか，
できるだけ多くの具体例，不正事例もみながら，より深く実感できる会計職業倫理を理解
し，確実に身につける．
　そして，これから会計職業専門家になって，確固たる強い職業倫理をもって，監査，コ
ンサルティング，組織の経理など実務で活躍することを目指す．
  We study the actual condition and cause why the Injustices will never cease. 
  We study the Structure of Injustice Prevention and the necessity of Accounting Professional 
Ethics. 
  We need the Internal Control, Compliance, Corporate Governance by Outside Directors, Outside 
Company Auditors, Accounting Auditors
  In the Accounting, we realize the Accounting Professional Ethics with the understanding of case 
study, why we need it, and what is the content. 
  We will be the Accounting Professional, we maintain the strong Ethics, we make the excellent 
auditors, consultants, accountants.

　できるだけ予習を行うことが望ましい．

　EAC-ACC621

　オンライン（オンデマンド）
による講義動画を配信し，受
講する．
　また，オンラインによるグ
ループ別ディスカッションを
行う．
（ただし，BCPの状況次第で
は，学期途中で対面とオンラ
イン併用等に変更する可能性
もある．）
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



事例研究（会計職業倫理）

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 785
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



事例研究（会計職業倫理）

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 787
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



事例研究（会計職業倫理）

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 789
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



事例研究（会計職業倫理）

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 791
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



事例研究（会計職業倫理）

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 793
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



事例研究（会計職業倫理）

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 795
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講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



事例研究（会計職業倫理）

講義の内容
学ぶべき用語・ポイント

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 797
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 799

科目ナンバー

授業方法

　ビジネス・コミュニケーション１・Ray Roman／ Business Communication 1・ Ray Roman 　前期　水曜 3限

　The purpose of this course is to increase your business communication knowledge and abilities. 
We will discuss a variety of business communication topics, with a focus on improving practical 
communication skills.

•To prepare for each class you may have a reading assignment and homework.
•Often you will work with other students in small groups, discussing the homework assignment or           
  doing other activities.
•We will have many opportunities to practice presentation skills during class time.
•Evaluations:  Homework, one test and one presentation. 

Students should
　•Be prepared for each class
　•Complete all assignments completely and on time
　•Participate eff ectively and with energy in class exercises 
　•Give best eff ort in all activities

 ・ Homework:　   35%
・Confi rmation of
   Understanding:  25%1

　Presentation:     30%
　Participation:    10%
・AA(90-100 points)，　　　

A(80-89 points)，
   B(70-79 points)，
   C(60-69 points)，
   D(less than 60 points)

1 Five online quizzes worth fi ve 
points each.

　Thursday
　13:30-14:30
（Please send email beforehand.）

　022-217-6288　
　ray.roman.b6[at]tohoku.ac.jp

・ You will learn by receiving 
feedback both from the 
professor and from your 
classmates.

・テキスト：There is no textbook. 
・ 参考文献： Materials will be distributed by email. 

　EAC-ECM630

　Online (generally in real 
time) until further notice
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・コミュニケーション 1

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 801



802

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・コミュニケーション 1

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 803



804

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・コミュニケーション 1

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 805



806

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・コミュニケーション 1

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 807



808

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・コミュニケーション 1

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 809



810

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・コミュニケーション 1

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 811



812

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・コミュニケーション 1

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 813



814

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 815

科目ナンバー

授業方法



816

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・プレゼンテーション 1

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 817



818

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・プレゼンテーション 1

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 819



820

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・プレゼンテーション 1

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 821



822

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・プレゼンテーション 1

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 823



824

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・プレゼンテーション 1

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 825



826

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・プレゼンテーション 1

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 827



828

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・プレゼンテーション 1

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 829



830

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 831

科目ナンバー

授業方法



832

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・コミュニケーション２

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 833



834

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・コミュニケーション２

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 835



836

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・コミュニケーション２

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 837



838

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・コミュニケーション２

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 839



840

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・コミュニケーション２

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 841



842

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・コミュニケーション２

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 843



844

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・コミュニケーション２

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 845



846

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 847

科目ナンバー

授業方法



848

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・プレゼンテーション 2

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 849



850

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・プレゼンテーション 2

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 851



852

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・プレゼンテーション 2

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 853



854

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・プレゼンテーション 2

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 855



856

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・プレゼンテーション 2

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 857



858

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・プレゼンテーション 2

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 859



860

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



ビジネス・プレゼンテーション 2

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 861



862

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

科目ナンバー

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 863

授業方法



864

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACOCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 865

科目ナンバー

授業方法



866

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACOCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 867

科目ナンバー

授業方法



868

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 869

授業方法

科目ナンバー

    



870

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 871

授業方法

科目ナンバー

　本講義は，財務会計や監査を主な対象領域とした研究テーマに基づいて，受講者がリサー
チ・ペーパーを執筆することを目的とします．
  The aim of this course is for students to write a research paper on fi nancial accounting or auditing.

　財務会計や監査に関する基礎知識が必要です．また，実証研究を進めるための経済学や
統計学の基礎知識，先行研究をレビューするための英文読解力が必要になります．そのう
えで，論文やレポートを執筆するための一般的なライティングスキルを前提とします．

　受講者がリサーチ・ペーパーを執筆してその進捗を報告し，担当教員とリサーチ・ペー
パーの内容について議論します．

　受講者の関心に応じて，講義の中で指示します．

　a：前期　b：後期
・履修希望者は登録前に必ず
担当教員に連絡すること．
・具体的な開講時間について
は，担当教員の指示に従う
こと．

　プロジェクト研究（財務諸表）a・b・尾関規正／ Project Study (Financial Statements)a・b・
Norimasa Ozeki

　講義終了後および
    月曜日 14:40-16:10
　その他の時間を希望する場
合は，事前に連絡してくださ
い．

　nozeki@tohoku.ac.jp

＜予習＞
・講義では受講者がリサーチ・ペーパーの原稿に基づいて報告を行うことで進めますので，
リサーチ・ペーパーの執筆に必要な先行研究のレビュー，仮設の設定，分析，結果の検
討を段階的に行ったうえで，リサーチ・ペーパーの原稿を執筆します．また，講義内で
報告する準備をします．
＜復習＞
・講義後は，講義で受けたコメントを踏まえて分析のプロセスを再検討し，原稿を改訂し
ます．

・リサーチ・ペーパーによっ
て評価する．
・AA(90 点 以 上 )，　　　　

A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

a：EAC-ACC642
　b： EAC-ACC643   

　対面（状況に応じてオンラ
イン（リアルタイム）に切り
替える．）



872

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

873

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 873

科目ナンバー

授業方法



874

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 875

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

科目ナンバー

授業方法



876

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

科目ナンバー

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 877

授業方法



878

講義の予定／ Course Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 879

33

科目ナンバー

授業方法



880

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 881

科目ナンバー

授業方法



882

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 883

科目ナンバー

授業方法



884

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACOCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

科目ナンバー

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 885

授業方法



886

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

科目ナンバー

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 887

授業方法
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講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

科目ナンバー

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 889

授業方法

　本講義は，受講生が関心をもつ特定のトピックについて，当該トピックに関する制度お
よび実務に関する知識を身につけ，関連する監査研究をレビューすることによって，当該
トピックに対する深度ある理解を得ることを目的とする．その過程で会計・監査に関する
問題意識を育み，必要な文献を収集・精読し，他者にわかりやすく説明する論理的思考能
力を身につける．
The purpose of the course is to gain a deeper understanding of a specifi c topic that suits students’ 
interest by acquiring institutional and practical knowledge and reviewing relevant audit research. In 
the process, students develop their own problem awareness, and acquire the logical thinking ability 
of collecting and reading relevant literature, and explaining them to others.

・監査の講義を受講済であること．
・主に英語文献を扱うため，ある程度の英語読解力があること．

　以下に関する監査研究のレビュー論文または書籍を輪読する．
・既存の監査研究に関する統合論文（synthesis paper）
・監査研究（会計学研究）における研究手法に関する論文
・特定の研究トピックを扱った研究論文
参考までに，昨年度開講したプロジェクト調査では以下を行った．
• 2020年度
　Hux, C. T.,Use of specialists on audit engagements: A research synthesis and directions for future 

research. Journal of Accounting Literature . 39: 23–51, 2017. 
　あずさ監査法人『こんなときどうする？「会計上の見積り」の実務［第 2版］』 中央経済社，

2020年 . 
　KAM (Key Audit Matter)早期適用企業のパイロット調査・分析
• 2021年度
　 Kovermann, J. and P. Velte. 2019. The impact of corporate governance on corporate tax 

avoidance̶A literature review. Journal of International Accounting, Auditing and Taxation . 36: 
1–29.

　各自の研究テーマに関連する判例や判例評釈の報告

・受講者の目的に応じて，講義のなかで随時指示する．

　a：前期　b：後期
・履修希望者は登録前に
必ず担当教員に連絡す
ること．
・具体的な開講時間につ
いては，担当教員の指
示に従うこと．

　プロジェクト調査（監査）a・亀岡恵理子／ Project Research (Audit) a・Eriko Kameoka

　月曜日
　16:20-17:50

　ekameoka@tohoku.ac.jp

・相談のうえ決定した論文または書籍について毎回，内容をまとめるレジュメを作成する
こと．

・レジュメの準備や講義内で
の発言等，講義への取り組
み姿勢で評価する（100%）．
・AA(90 点 以 上 )，　　　　

A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　a：EAC-ACC660
　b：EAC-ACC661

　対面による（BCPの状況
によってはオンライン（リア
ルタイム）に切り替える可能
性もある）



890

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

科目ナンバー

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 891

授業方法

　本講義では，監査に関連するリサーチ・ペーパーの作成を指導する．
  In this course, I will teach the preparation of research papers related to auditing. 

・先行研究レビューでは主に英語文献を扱うため，ある程度の英語読解力があること．

　履修者の報告に対して，教員がコメント・助言する形で進めていく．

・履修者の目的に応じて，講義のなかで随時指示する．

　a：前期　b：後期
・履修希望者は登録前に
必ず担当教員に連絡す
ること．
・具体的な開講時間につ
いては，担当教員の指
示に従うこと．

　プロジェクト研究（監査）a・亀岡恵理子／ Project Study (Audit) a・Eriko Kameoka

　月曜日
　16:20-17:50

　ekameoka@tohoku.ac.jp

・本科目は，「会計リサー
チコース」に所属する者
が原則として 2年次に履
修する科目である．また，
履修にあたっては「プロ
ジェクト調査（監査）a, b」
のいずれか（なるべく両
者）を履修済みであるこ
とを求める． 

・段階的にリサーチ・ペーパーを作成していくため，各回の講義において準備と報告を求
める．予習・復習ともに必須となる．

・リサーチ・ペーパーによっ
て評価する．リサーチ・ペー
パーが一定水準に達してい
ると運営委員会によって認
められた場合に単位が認め
られる．．
・AA(90 点 以 上 )，　　　　

A(80 点以上 90 点未満 )，
B(70 点以上 80 点未満 )，
C(60 点以上 70 点未満 )，
D(60点未満：不合格 )

　a：EAC-ACC662
　b：EAC-ACC663

　対面による（BCPの状況
によってはオンライン（リア
ルタイム）に切り替える可能
性もある）



892

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 893

科目ナンバー

授業方法



894

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 895

科目ナンバー

その他（連絡事項）

授業方法



896

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践・応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

科目ナンバー

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 897

授業方法



898

講義の予定／ Class Plan

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



実践 ･ 応用

成績評価法

オフィスアワー

連絡先

時間割

その他（連絡事項）

講義名・担当教員／ Course Name・Instructor

講義の目的／ Course Objective

講義の進め方

この講義を受講するために必要とする知識

テキスト・参考文献

予習・復習について

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 899

科目ナンバー

授業方法



900

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計・監査実務

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 901



902

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計・監査実務

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 903



904

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計・監査実務

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 905



906

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計・監査実務

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 907



908

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計・監査実務

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 909



910

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計・監査実務

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 911



912

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計・監査実務

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 913



914

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS



会計・監査実務

講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS 915
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講義の内容

TOHOKU UNIVERSITY ACCOUNTING SCHOOL 2022 SYLLABUS
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